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第１回定例会議事日程（第２号） 

 

第１ 一般質問 

  濵田 尚君 

   １．行財政改革について 

     急激に進む人口減少や超高齢化社会などの社会構造の変化を見据えて、持続可能な財

政運営や、より簡素で効率的な組織の構築が必要である。 

    （１）人口減少が及ぼす交付税等への影響と行政運営について伺う。 

    （２）今後の行政組織や人材育成について伺う。 

    （３）公共施設の適正な管理運営等について伺う。 

   ２．大里川の改修・管理について 

    （１）大里川の全体計画及び改修工事の進捗状況について伺う。 

    （２）河川敷道路の補修や河口付近の浚渫などが必要ではないか。 

    （３）河川の管理作業の状況について伺う。 

   ３．農業振興について 

     担い手不足が深刻化している状況であり、就農からサポートまで農業全般の相談を一

元的に受けられる「ワンストップ支援窓口」や「農業支援センター」などの創設はでき

ないか伺う。 

  原口政敏君 

   １．指定管理者制度の見直しについて 

     指定管理者制度を廃止し、施設管理の専門部署を設け、直接市民を雇用する形での管

理運営は出来ないか。 

   ２．再生可能エネルギーについて 

     小型の水力発電施設を設置する考えはないか。 

   ３．学校給食について 

     学校給食費を無償化する考えはないか。 

   ４．交通事故対策について 

     自転車走行指導帯を設置する考えはないか。 

   ５．子どもの貧困対策について 

     ６人に一人が貧困だと言われている。本市の現状と対策について伺う。 

   ６．学校遊具について 

    本市の公立小中学校の遊具の安全性について伺う。 

  西別府 治君 

   １．串木野フィッシャリーナの施設整備等について 

    （１）20年経過した串木野フィッシャリーナの施設整備と活用状況について伺う。 

    （２）ヨットやボートの停泊時に必要な給水及び給電施設の整備について伺う。 

    （３）今後の串木野フィッシャリーナ周辺の施設を含めた交流人口の拡大推進や情報発

信について伺う。 

   ２．照島地区海潟（照島小学校西側）の人口増対策に必要な環境整備について 

    （１）宅地と未利用農地が混在する地域の住環境の整備について伺う。 

    （２）住宅化が進む地域の道路や排水路整備について伺う。 

  西中間義德君 

   １．「地域おこし協力隊」について 

    （１）本市の「地域おこし協力隊」の業種とその内容について伺う。 

    （２）本市活性化のために「地域おこし協力隊員」を増やす考えはないか伺う。 

   ２．在宅医療・介護の連携について 

    （１）地域包括ケアシステムの体制について現状を伺う。 

    （２）在宅医療と在宅介護の連携について伺う。 
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    （３）24時間体制の訪問看護、治療体制はできているか伺う。 

    （４）市民への「在宅医療・介護」の意識変革をどう進めていくか。 

   ３．市営住宅について 

    （１）高齢者、障がい者対応の施策は万全か伺う。 

    （２）エレベーターの設置はできないか伺う。 

    （３）ひばりが丘団地等の屋根の整備について伺う。 

   ４．無電柱化について 

     防災・減災の観点から電柱の埋設は考えられないか伺う。 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 本日の会議に付した事件 

  議事日程に同じ 

――――――――――――――――――――――――――――― 



 
- 23 - 
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 出席議員  １７名 

     ２番  福 田 道 代 君      １１番  東   育 代 君 

     ３番  田 中 和 矢 君      １２番  竹之内   勉 君 

     ４番  平 石 耕 二 君      １３番  寺 師 和 男 君 

     ５番  西中間 義 德 君      １４番  下迫田 良 信 君 
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平成29年３月２日午前10時00分開議 

 

 

   △開  議 

○議長（中里純人君） これから本日の会議を開き

ます。 

────────────── 

   △日程第１ 一般質問 

○議長（中里純人君） 日程第１、一般質問を行い

ます。 

 これより通告順により、順次質問を許します。 

 まず、濵田尚議員の発言を許します。 

   ［10番濵田 尚君登壇］ 

○10番（濵田 尚君） おはようございます。 

 通告に従い質問をいたします。 

 本格的な人口減少時代を迎え、さまざまな面に影

を落としております。多くなった空き家、空き店舗、

空き地、耕作放棄地、それに限界集落という言葉に

代表される地域の維持の問題、そして生産人口の減

少や、超高齢化社会における社会保障や税収の問題

など難しい問題が山積していたしております。本市

も人口減少対策が強化され、子育て支援や企業誘致、

移住定住促進などさまざまな施策の展開がなされて

おり、少しでも減少の抑制ができればと期待をいた

すところでございます。 

 そのような状況の中でも、確実に進んでいるのが

自治体間競争だと思います。生き残りをかけての激

しい戦いが繰り広げられる中、選択される自治体と

なるには政策立案やその遂行もさることながら、よ

り一層激変する社会構造や国の財政支援などを見据

えた持続可能な財政運営や、より簡素で効率的な組

織の構築が重要であります。 

 一定の成果が出ているという報告の行財政改革で

ありますが、５年後、10年後の将来を考えたときに、

新たな視点での市役所づくりや、経営戦略を実践す

べきであります。いま一度再考し、より危機感を持

って、より緊張感を持って、計画より一歩踏み込ん

だ大胆な改革の必要性を感じます。 

 そこで、一項目めの人口減少が及ぼす交付税等の

影響や行政運営について伺いまして、壇上からの質

問といたします。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） おはようございます。濵田

尚議員の御質問にお答えをいたします。 

 人口減少が及ぼす交付税等の影響と行政運営につ

いてであります。 

 本市の平成17年合併当初の人口は、３万2,993人

でありましたが、平成27年には２万9,282人となり、

この10年間で3,711人減少をしております。 

 このような中、本市の基幹的な収入であります市

税は、平成17年度には約32億円で、その後約２億円

の税源移譲などもありましたが、平成27年度には約

30億円となっており年々減少しております。本市の

財政状況は、国の景気対策に伴う普通交付税などの

財政支援や、これまでの行政改革大綱等に基づく歳

出削減や歳入確保などにより、一定の改善が見られ

たところであります。 

 今後の財政状況としましては、平成32年度には地

方交付税の合併算定替えの終了に伴う約３億円の減

額に加え、市税も人口減少などにより１億円を超え

る減収が見込まれるとともに、社会保障関係費や公

共施設の老朽化による維持管理費の増加などの影響

もあり、極めて厳しい財政状況が続くものと考えて

おります。 

○10番（濵田 尚君） 今、市長が述べられました

ように、大変厳しい状況になっていくかと思います。

平成27年までで3,712人減ということで、現段階で

は4,000人を超えているような状況でございます。

そして、32年で合併算定替えの加算も終わります。

算定からすれば差額があったと思いますけれども、

その差額は、今、言われました３億ですよね。３億

というお金は貴重な財源だったんです。 

 そして、人口減少ということで、もちろん基準財

政需要額に反映してまいります。包括算定経費でも、

個別算定経費でも一番はこの人口です。そして、何

回も聞きますけれども、一人当たり、一番近い数字

で、人口一人当たりで幾らぐらいになりますか。 

○財政課長（田中和幸君） 交付税で申しますと、

人口一人当たり12万5,000円ぐらいと直近のデータ

で算定しているところでございます。以上です。 
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○10番（濵田 尚君） 12万5,000円掛ける4,000人

という、４億幾らの額になるというところですか、

認識としたら。交付税の基準財政需要額が人口が３

万3,000人のときからして、4,000人減ったとなれば。

それに近い数字、約５億円ですよね。非常にそこを

懸念するわけです。私が思うのは、この平成32年が

ポイントだと思うんです。 

 これから鹿児島県は西郷（せご）どんも始まりま

すし、その後、平成32年には東京オリンピックもあ

ります。そして国体もあります。その年で優遇措置

も終わって、その中で経常収支比率は32年、33年は

改革をしなかったら100％を超える状況なんです。

ですから、財政の今後の見通しと、財政改善計画と

いうところでいろいろなされておりますけれども、

非常に心配をいたしております。この財政に関して、

もっと切り込んだ改革が必要ではないかと思ってお

ります。 

 そして、行政運営についてでありますけれども、

例えば、人件費を抑えるための事務事業の見直し等

も、具体的にはどのようなことが考えられますか。 

○副市長（中屋謙治君） お答えいたします。 

 まず、一点目の財政の健全化に向けてということ

につきましては、昨年28年から32年にかけまして、

財政改善計画を立てて、今後、持続可能なというこ

とで計画を進めておるところでございます。 

 事務事業の見直しにつきましても、同じように行

革大綱の中でそれぞれリストアップをして、今後、

順次取り組んでいくということで、今、進めている

ところでございます。終わります。 

○10番（濵田 尚君） 例えば、事務事業の中でも、

今現在、国も進めていますよね、自治体クラウドで

す。クラウド化は難しいということもありましたけ

れども、現段階で実施している類似団体では、単独

クラウドに25％、自治体クラウドに18％が全国的に

導入されているという話も聞きます。 

 複数の自治体で情報システムを共同利用する自治

体クラウドですけれども、コスト削減や業務負担の

軽減、そしてセキュリティ水準の向上、災害に強い

基盤の構築というメリットがあるそうです。そうい

った自治体クラウドの導入の検討はどうなっている

でしょうか。お伺いいたします。 

○総務課長（中尾重美君） クラウドの関係でござ

います。 

 本市の情報システムにつきましては、基幹系と各

課が持っているシステム系とがございまして、クラ

ウドにつきましては、基幹系につきましてはそのク

ラウド化を図られますが、システム系の部分が残り

まして、現在のところ今回切りかえることで試算し

たところ、クラウドのほうがまだ若干経費が高いと

いうことで、今後、クラウド化が全国的に進んでい

けば、その効果が出るかと思っております。以上で

す。 

○10番（濵田 尚君） 導入した団体の25％から

30％以上は経費削減につながったというデータもあ

ります。その中で、人材育成にしてもＩＴ関係の必

要もございませんし、その仕事にしっかりと邁進で

きる環境ができるかと思いますので、検討するに値

するかと思っております。 

 そういう中で懸念されるのが、ベンダーロックイ

ンという特定のメーカーの独自技術に大きく依存し

てしまう、それになったら非常にコストも高くなっ

てしまうというところがあります。導入されたとこ

ろはコストを削減する意味で導入するという目的を

しっかりと共有していると思うんです。話を今後詰

めながら、検討していただきたいと思います。 

 すぐできることではございませんけれども、近隣

の自治体とも情報を共有しながら、どうしたらコス

ト削減につながるのかという話を常に出しておくべ

きだと思います。全国的な流れが、より進んでくる

と思いますので、早い段階で検討していただきたい

と申し述べておきます。 

 そして、定員の適正化です。定員の適正化という

ことで、確かに減ってはきています。行財政改革の

報告の中でも減らしたということがあります。しか

しながら、指定管理者制度の導入や保育所の廃止、

そして、今後給食センターの統合もあります。この

第三次の定員適正化計画で、平成32年度が337人、

職員一人当たりが83.5人ということで進める計画で

あるわけなんですけれど、人口減少の4,000人減っ

た部分と、行革で減らした部分でバランスを欠いて
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いるのではないかと思うんです。いろいろな住民の

ニーズに応える意味で、コストが上がっていると思

います。それを処理するために職員の皆さんも一生

懸命やっているのですけれども、なかなか定員の適

正化につながっていないのではないかと思っており

ます。 

 平成17年度は、市職員一人当たり82.5人でした。

一人当たりの人口は平成25年ぐらいで87.6人までい

ったんです。28年から32年度まで計画がなっており

ますけれども、この中で考えられるのが、再任用制

度です。平成28年度が再任用が10人、29年度が12人、

30年度が９人、31年度が14人という計画なんですけ

れども、こういったこととなれば新規採用の機会も

減ってくる、新陳代謝をする意味では、この辺はど

うなのか。新規採用が３名ずつという計画ではあり

ますけれども、制度とはいえ、この行革の中におい

ては、果たしてどうなんだろうかと思うところがあ

ります。こういった定員適正化について、どのよう

な見解をお持ちでしょうか。 

○市長（田畑誠一君） 先ほどから、将来を危惧さ

れて、真剣にいろいろなお話をなさっておいでであ

ります。 

 大事なことは、市民の皆さんに責任を持って将来

への構築をしっかりしていくということだと思いま

す。そのためには、人口減少が進む中で少数精鋭で

職員を削減するとともに、職員みずからの資質を高

める。この両方を考えながら改善を図っていくべき

だと思っております。 

 コストを削減しなければいけないという使命がも

ちろんあります。これが大前提ですけれども、他方、

今度はまちおこしを一生懸命頑張ろうということも

大事であります。そういった意味で、職員を削減す

る中でも、本市が議会の皆さんと進めております食

のまち推進課とか、これから先の大きな産業である

観光交流等の新設等もいたしたわけであります。そ

のような中で、合併当初、課としまして38課ありま

した。今、言いましたとおり、市のための新しい課

も新設しながら、現在、ちょうど10課縮減して28課

であります。職員数で言いますと、合併当初407人、

現在66人削減をして341人であります。職員一人当

たりの人口で申し上げますと81人から85人へと少し

増えている状況であります。 

 いずれにいたしましても、持続可能な財政運営の

ために、責任を持って、人口減少や合併算定替えが

切れるということははっきりわかっているわけです

から、他方、まちの活性化をそぐことがないように、

そして、市民サービスを落とすことのないように心

しながら、そのバランスを考えて、これからもコス

ト削減を図っていきたいと考えております。 

○10番（濵田 尚君） コスト削減については扶助

費がどんどん上がっていく中で、切り詰められるの

は何なんだろうかと思います。そういった中で、少

数精鋭を貫きながら、一人一人のポテンシャルと上

げていく、そして業務をこなしていくことが大事だ

と思っております。 

 先ほど、再任用制度ということを言いましたけれ

ども、再任用制度で月幾らで、週何日働くのか、今

の状況をお伺いいたします。 

○総務課長（中尾重美君） 再任用の待遇について

の御質問ですが、行政職で現在月の給料がフルタイ

ムであれば25万4,400円。週５日出てくればですが、

本市では短時間ということで４日間ですので、20万

3,520円ということになります。 

○10番（濵田 尚君） ４日でということで、すご

いなと思うところです。 

 期末勤勉手当は支給があるのですか。お伺いいた

します。 

○総務課長（中尾重美君） 期末勤勉手当につきま

しては、年間で2.25月分になります。給料と期末勤

勉を合わせまして、年間の支給額は約290万円にな

ります。以上です。 

○10番（濵田 尚君） 290万円ということであり

ます。 

 この再任用制度が導入というのは、年金支給の時

期の件でこうなったと思いますけれども、危惧され

るのが職場での士気高揚だと思うんです。行革を職

員の皆さん一生懸命していますので、この再任用制

度は、私は理解できません。民間だったらこういう

ことはほとんど難しいと思うんです。市民感覚から

したら、なかなか理解できないところもあります。
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この290万円をしっかりと市政に反映できるような

仕事ぶりにしていただきたいと思います。 

 職場にいらっしゃるわけですよね。余り責任もな

い仕事なのかもしれませんけれども、行政改革には

協力をしてもらって、いろいろな面でアドバイスを

もらったり、職場の中の雰囲気づくりや後輩への指

導をその期間中は怠りなくしていただきたいと思い

ます。その辺を承知の上に再任用の雇用の契約を結

ぶということも大事かなと思っております。 

 市長にお答えいただきたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 再任用制度というのが始ま

ったわけです。恐らく、少子高齢化等で年金等の支

給といった面からこういう形が生まれてきているの

かと思いますけれども、いずれにしましても、この

再任用制度で働きたいという意欲を持っていなけれ

ば、再任用に応募と言いますか、再任用で働くとい

うことはできないわけでありますから、そういう意

欲をもって、さらに経験を活かして市政のため、市

民のお役に立ちたいという思いで再任用を希望する

職員と信じておりますし、指導監督する立場で、今

おっしゃいますようなことは心しているとは思いま

すけれども、さらに徹底してまいりたい。職員の一

員として頑張るような、そんな位置づけをしてまい

りたいと考えておりますので、また、折に触れ御示

唆をいただいたらと思います。 

○10番（濵田 尚君） そこの指導というのは、非

常に大事な部分だと思います。できるだけ市民感覚

に近い形で、遂行していただきたいと思います。 

 続きまして、２番目の今後の行政組織や人材育成

について伺います。 

 行財政改革の中で、そしてこれからの人口減少社

会を迎えるに当たっても、人材育成というのは非常

に大事な部分だと思います。そういったところはど

のように考えていらっしゃいますか。見解をお伺い

いたします。 

○市長（田畑誠一君） 今、濵田議員がお述べにな

りましたとおり、人材育成はとても大きな課題だと

思います。「企業は人なり」とよく言われます。社

会もそうだと思います。家族の構成でもそうだし、

まさに人なりであります。人次第で大きく変わって

いきます。そういった意味で、公の立場にある我々

行政や市役所職員というのは、私も含めてまさに人

材育成の任にみずからも高めなければいけませんが、

励まなければと思っております。 

 市民の皆さん方のニーズというのは、社会の進展

とともに実に多様化しております。その中で、職員

は市民の皆さんに信頼をされて、市民の視点に立っ

てまちの活性化を図るべく意欲ある職員を育成する

ことがとても大切だと思っております。 

 これまで県市町村課をはじめ、県東京、あるいは

大阪事務所、一般財団法人自治体国際化協会など、

専門的な知識の習得と視野を拡大させる意識改革を

目的とした研修や、さらに高度で幅広い能力の養成

を図るため、自治大学校への研修派遣などもしてお

ります。 

 また、地域とのつながりや市民感覚を養う機会と

して、地区担当職員制度の活用、また、民間経営者

との連携や考え方、発想を学べる機会として、今年

から特に市のＪＣの皆さんのほうに４名の職員を研

修派遣ということで送っております。今後のまちづ

くりにつながる研鑽を進めてきていただきたいと期

待をしているところであります。 

○10番（濵田 尚君） いろいろな経験を積み、い

ろいろな人材と交流をしながら研修をしていくこと

は非常に大事なことであります。しっかり進めてい

ただきたいと思います。 

 そういう中で考えるんですけれども、伊佐市では

新人の職員を２年間消防団に派遣しているというか、

２年間入るようにしている制度があるそうです。男

女ともに新人の職員を団の少ないところに配置して

いくということであります。２年間という期間限定

でありますけれども、思いました。本当に地域を知

る。入って、伊佐市はどんなところなんだと地域を

知る。そして、人を知る。そしていざというときの

動きを習得していく。そういう意味では、非常にこ

れはいい研修になるのではないかと思うところであ

ります。こういった事例、私はいいと思いますけれ

ども、市長はどのように思うか見解をお伺いいたし

ます。 

○市長（田畑誠一君） 職員が消防団活動に従事す
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ることは、おっしゃいましたとおり地域や住民の皆

様方の情報を知る、地域防災の重要性がさらに理解

が深まる、そういったいろいろな面で大変有意義で

はないかと思っております。 

 一方、行政では、大雨や台風等の災害が見込まれ

る場合は、市内18カ所の避難所の開設と、農林土木

を所管とする課については、道路や公共施設災害な

どの現場に迅速に対応するための職員の配置、待機

もまた求められる面もあります。 

 このような状況を勘案すると、他団体の導入状況

を調査するとともに、消防本部などと協議の上、取

り組みについて研究をしてまいりたいと思います。

ちなみに、今現在、女子職員一人が自主的に消防団

に加入をして、さきの操法大会でも選手として見事

な技術を披露しておったようであります。 

 今後、今、申し上げましたとおり、他団体の導入

状況を調査して、消防本部などとも協議をしながら

研究してまいりたいと考えております。 

○10番（濵田 尚君） 本当は検討していただきた

いんですけれど、ぜひ研究していただきたいと思い

ます。 

 私ども総務委員会で、１月に益城、そして南阿蘇

村に災害の復興状況の調査に行ったわけであります

けれども、どちらの町も一番ありがたかったと思っ

たのは消防団だったらしいです。市役所、役場の機

能も全く機能していないわけです。広域の消防はも

ちろんありますけれども、ここに誰が住んでいて、

ここにどういうおばあちゃんたちがいてというよう

なことを本当にわかってくれたのは消防団の人たち

だったそうです。確かに、消防団の組織率があそこ

は高いのですけれども、やはり消防団が一番ありが

たかったということをどちらでも言われていました。

そういったことを考えれば、市民の安心安全にも、

いざというときに直接力にはなれないかもしれませ

んけれども、サポートができるかと思います。 

 他団体のいろいろな状況を勘案しながらというこ

とでありますけれども、私もそういったところを考

え研究していかないといけないと思っております。 

 地域を知る一番のあれですので、しっかりと進め

ていただきたいと思います。 

 次に移ります。 

 人材育成の基本方針というのも、平成19年にでき

た基本方針がありますけれども、もう10年たちます。

この基本方針も時代とともに、今、民間のところに

もいろいろ行きますし、もう一回、見直しの時期に

あるのかと思いますけれども、そういう計画はござ

いませんか。 

○総務課長（中尾重美君） 人材育成基本方針の件

ですが、そのままを踏襲しております。それに基づ

いて、現在、先ほど市長も申しましたように、県の

市町村課に職員を10名送ったり、総務省の自治大学

校はこれまでなかったですが５人送る、あるいは、

最近は自治体国際化協会職員の派遣という新たな研

修で人材育成に努めているところです。 

 また、そこにつきましては、内部のほうで指針、

方針が古くなっていないか検証したいと思っており

ます。 

○10番（濵田 尚君） 時代も流れておりますので、

検証をしながら、５年、10年先を見越した方針はつ

くっておくべきだと思いますので、申し述べておき

ます。 

 ３番目の公共施設の適正な管理等について伺いま

す。 

 今から先、公共施設に多額の費用が見込まれると

いうこともお伺いしていますが、管理計画等はでき

ているんですよね。 

○財政課長（田中和幸君） 公共施設の管理計画に

対する今までの取り組み状況ということでお話をさ

せていただきたいと思います。 

 人口減少に伴う市民ニーズの変化等に対応し、計

画的な維持更新、財政負担の軽減、平準化を図るた

めに、平成26年度から公共施設白書を策定したとこ

ろでございます。本年度は、さらに道路と上下水道

など、インフラ施設を含めました公共施設等の管理

に対する基本方針、それと公共施設の保有総量など

の数値目標を盛り込んだ、公共施設等総合管理計画

を策定しているところで、28年度中にこれを策定し

ようと思っているところでございます。 

 その内容を若干説明申し上げます。 

 本市公共施設の現状は、平成27年度末の現在で
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201施設群ございます。17万9,297平方メートルの公

共施設を保有しているところでございまして、市民

一人当たりで申し上げますと、保有総量、施設保有

量は、全国3.22平方メートルでございますが、我が

市におきましては約1.9倍の6.12平方メートルとい

う状況になっているところでございます。 

 このうち、建築後30年以上経過している公共施設

が、全体の47.5％ということで、老朽化が進んでい

るという状況でございます。以上です。 

○10番（濵田 尚君） 30年を超えた施設が47％と

いうことで、今後、非常に財政の負担になってくる

かと思うところです。できるだけ、重篤な修理に至

らないように気を使いながら市もやっているとは思

うんですけれど、余り使われない施設もありますし、

そういったところの管理等もなかなか行き届かない

点もございますので、負担の平準化を含めて、しっ

かり検討していただきたいと思います。 

 これは、我々の将来の世代の人たちにしっかりと

示しをしておかないといけないと思いますので、ぜ

ひこういったところも検討していただきたいと思い

ます。 

 私が行財政改革についていろいろ申し上げており

ますけれども、中長期的な展望をしっかりと持って

おかないといけないと思うんです。平成32年もしっ

かり改革をしていけば、まだまだいい数字になると

思います。そういった中で、ある程度市民の皆さん

にも、この一歩突っ込んだ改革をしていますよ、そ

して５年後、10年後にはこういった形で進んでいき

ますというような周知も必要だと思います。合併前

にものすごく交付税が減らされましたよね。あのと

きなんかはもうどうなるのだろうかというところも

ございました。そして、合併もできなかった団体に

ついては、そこからどんどん切り詰めているんです。

そういった中で、地方債を縮減、抑制しながら来て

いますので、我々は今から非常に厳しい一面を背負

っていかないといけないと思います。 

 この前、議員の研修で、講師の先生がゆでガエル

にならないようにという表現をされました。熱いお

湯には入れないわけです。でも、冷たい水からだん

だん湯を温めていって、気づいたときにはもう抜け

出せない状況まで陥るんですよというような、です

から、いろいろな外部の意見を取り入れたりしてい

かないといけないと思っております。 

 そういった中で、行財政改革の最後一点、行財政

改革を若い人たちにもチームをつくって語っていた

だきたいと思います。というのは、今までは行財政

改革は外部の人たちもいらっしゃいます。ある一定

の経験を積んだ人たちの中で話し合いを進めてきた

と思うんです。でも、若い人たちはこれから自分た

ちがずっと勤めていくわけですよね。そういった中

で、行財政改革って何か、今、何がどうなるのかと

いうのをはっきり知っておくべきだと思います。あ

る程度知っていると思うんです。でも、そこで若い

人たちで自由に語って、行財政改革をどう進めてい

けばいいのかという自由な発想の中で議論していた

だく。そういうのをフィードバックして、それを新

たな行革の中に取り入れていく。それでしたら、そ

の若い人たちは行革に一緒になって取り組むことに

なります。全庁一貫の取り組みというのが大事だと

思います。 

 若い人たちの大胆な発想というのがあるかもしれ

ません。そして全庁一貫の取り組みに持って行けた

らと思います。市長、見解をお伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 先ほどから、将来を憂えて

いろいろな御提言をいただいております。おっしゃ

るとおり、人口減少が続いていく中で、平成32年度

は頼みの合併算定替えも切れます。３億円ぐらい減

少になると思います。今より人口が減るから、その

分市民税も１億ぐらいの減少になるのではなかろう

かと見込んでおります。したがいまして、全庁挙げ

て横断的にコスト縮減に向けて連携を取って進めて

いかなければならないと思います。 

 かつてケネディーの名演説がありますけれども、

就任のときのですね、詳しくは申し上げませんが、

あのような形で市民の皆さんを鼓舞する仕組み、雰

囲気、市民性というふうに持って行かなければなら

ない。そのためには、行政に携わる我々がまずはし

っかり襟を正して、熱意を持って行革に取り組んで

いくというのが条件だと思っております。 

 これからもそういった形で、全庁的に取り組んで
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まいりたいと思っております。 

○10番（濵田 尚君） 目まぐるしく変わるこの時

代の中で、時代の潮流をしっかりつかんで、自治体

経営をしていただきたいと思います。 

 次の項に移ります。大里川の改修や管理について

であります。 

 今、川南ほ場整備もされておりますし、川南のほ

場整備の周辺で河川側もちょっと工事が入っている

ようであります。湯之元のほうでは区画整理と同時

に湯之元駅の下の周辺が大分河道も広がっておりま

す。農高前の重信川と合流するところも改良されて

いくというようなことも聞きました。門前のところ

もと聞きましたけれども、大里川の全体計画はどん

な計画なのか。そして、改修工事の進捗状況をお伺

いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 大里川の河川整備、全体計

画についてであります。 

 全体延長が5,145メートルあります。うち、日置

市が1,150メートル、本市が石瀬橋下流から門前橋

上流付近までの川南地区ほ場整備区域を含む3,995

メートルであります。 

 河川改修工事についてでありますが、平成28年度

からネック区間であります国道270号薩摩渡瀬橋下

流の右岸側において、現在用地交渉を進めており、

平成29年度も引き続き継続して行う計画とされてお

ります。また、川南地区のほ場整備区域におきまし

ては、改修工事に必要な用地をほ場整備事業と連携

して用地確保を進めている状況であります。 

○10番（濵田 尚君） 用地交渉を進めてされると

いうことであります。 

 平成５年の８.６水害のときは本当にすごかった

ですよね。大里川も氾濫いたしまして、あのときは

湯之元川で川が決壊したんですよね。そして、もの

すごく水位も上がっていました、大里川も。でも、

湯之元のほうで決壊したが故に、下流域は大きな災

害には至らなかったと聞いています。 

 あのとき、湯之元が浸水面積が８ヘクタール、床

上浸水18戸、床下浸水が50戸という被害があったわ

けです。あの湯之元のところが決壊しなかったとき

に、果たしてこの一番の下流域の大里の平佐原周辺

から湊、湊町はどうなっていたのだろうと思うとこ

ろであります。 

 今、改修ということで広がっていきます。もちろ

ん、それだけの河道も確保されていて、それだけの

水量が下流に押し寄せてくるんですよね。そのため

に、何箇所か改良されると思います。 

 そういったところで思うのが、リバーフロント事

業で河口周辺が埋め立てられて広場ができたんです

よね。川というのは、ある程度一番下流が広くなる

ところが狭まった。そのかわりにある程度の河道を

確保するために、いつでも水があるような状態にと

いうことでされていたと思いますけれども、リバー

フロント事業自体のそのときの事業の概要をお知ら

せいただきたいと思います。 

○土木課長（平石英明君） 吹上浜荘の付近におい

て、平成８年度よりリバーフロント整備事業におい

て、大里川の右岸を埋め立ててグラウンドゴルフ場

などの整備を行っており、一部においては川幅が狭

くなったところがございます。 

 県に確認しましたところ、実施設計において必要

な河川断面を確保されていることから、防災面につ

いては影響はないということでございました。 

○10番（濵田 尚君） 実施断面には影響がないと

いうことですね。わかりました。 

 ２番目に入りますけれども、この河口はちょっと

置いておいてよろしいですか。１番に戻ります。 

 大里川全体の計画ということで、確かに整備が入

るのですけれども、薩摩渡瀬橋周辺の昔の橋の橋台

の跡があるんですよね。そういったものとか、石積

みがたくさんあったり。今、鹿児島県が各地の河川

の改修を進めております。治水とか環境、景観の三

拍子そろった多自然川づくりの考え方というのがい

ろいろな河川の整備で入っていますけれども、そう

いった多自然川づくりの考え方というのは、県はど

のように考えているかお伺いいたします。 

○土木課長（平石英明君） 今回、いちき串木野市

側の工事につきましては、薩摩渡瀬橋の橋ノ口公民

館付近を拡幅しようという考え方で、現在、県が進

めているところでございまして、その改修工事の工

法につきまして河川管理者の鹿児島県に確認しまし
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たところ、河川環境に配慮した環境保全型ブロック

などを採用した計画となっているとの回答をいただ

いております。 

○10番（濵田 尚君） この、多自然川づくりは大

事なことだと思います。そういう自然豊かな川が地

域住民との親水性というのですか、そして、大里川

には大うなぎも生存しているようなときもありまし

た。未来の世代にも、そういったすばらしいものを

提供するべきだと思っておりますので、そこは県の

ほうにしっかりと申し述べておいていただきたいと

思います。 

 ２番目の河川敷道路の補修や河口付近の浚渫とい

うのは、先ほどリバーフロントのことも言われて、

河道断面は確保されておるということの報告をいた

だきました。河川敷道路、平佐原周辺は昔は河川敷

が通学路であったわけでありますけれども、防犯上

問題があるということで国道３号線のほうを通って

おりますけれども、小学校の周辺ではいろいろな体

育活動なんかで使われることもあります。地域住民

も使うんですけれども、非常にかまぼこ上になった

り亀裂が入ったりということで、危ないというよう

なこともお伺いいたしております。この河川道路の

補修や先ほどの大里川の最下流側の河口付近の浚渫

なんかについてお伺いいたします。 

○土木課長（平石英明君） 平佐原地区における大

里川の左岸にあります道路は、市道平佐原堤防線な

どの市道認定された路線で、本市が管理をしており

ます。 

 現在、当路線には路肩の浸食などにより、路面に

ひび割れなどが生じ、随時、補修を行っている状況

でありますが、老朽化が進行しつつあることから、

大里川の改修に合わせまして、今後、当路線の維持

改修を検討してまいります。 

 また、大里川の下流側にあります堆積した土砂の

浚渫につきましては、現地調査を行い、管理者であ

る鹿児島県に状況を報告しまして対策を検討してい

ただくよう要望してまいりたいと思います。 

○10番（濵田 尚君） ぜひとも進めていただきた

いと思います。 

 大里川の浚渫の関係でありますけれども、大里川

で来た分がえびす市場の港の中にも船をお持ちの方

もいらっしゃいますけれども、大分たまっていると。

そのちょっと外側もたまってどうしようもないとい

うこともお伺いいたしておりますので、漁協関係者

も含めてその要望をしていただきたいと思います。 

 その周辺に石積みの突堤があります。あそこの突

堤は文化財にも指定されているということも聞きま

した。これは、大里川ではないのですけれど、その

突堤の八房川のほうは、浚渫した砂をためてあった

んですけれども、たまってすごい状況になっている

ということです。水が流れる筋が、その文化財の突

堤のほうまで来るのではないだろうかということも

言われておりますので、八房川の浚渫も含めて検討

していただきたいと思います。 

 ３番目の河川の管理作業についての状況ですけれ

ども、ボランティアで市来のほうではされておった

と。一般質問でもございましたし、地域の人たちも

「こやいけんかならんどかい」というような声も聞

くわけです。管理作業についての今までの状況をお

伺いいたします。 

○市長（田畑誠一君） 市来地域におかれましては、

ほとんどの公民館において年一回河川愛護活動を、

もう昭和35年だから半世紀以上ですね、昭和35年ご

ろから行っており、大里川を主に各公民館で区域を

設定されて、川の土手などを除草、清掃していただ

いております。これは、大変ありがたいことであり

ます。 

 しかし、近年は会員の人口減や高齢化に伴い、活

動の継続が困難となっている公民館もあることの相

談を受け、平成27年度にまちづくり協議会と協議を

して、作業の困難な箇所を除くなど区域の見直しを

行い、現在も活動を継続していただいております。 

 今後も活動に当たっては、可能な限り継続できる

ようまちづくり協議会及び各公民館の皆さんと協議

をしてまいりたいと考えております。 

 率先して清掃、除草をしていただいておりますの

で、まさに現在のまちづくりのお手本になるすばら

しいお姿だと思っております。 

○10番（濵田 尚君） すばらしい活動だと思いま

す。であれば、市、そして管理をしている県ももう
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少し支援をすべきだと思います。そして、作業に行

かれたらちょっと無理をされてしまうんですよね。

つい、もうちょっとやっでというような。ボランテ

ィアでけがをするのは一番大変な状況でございます

ので、今、すばらしい機械があったりしますので、

ボランティアでできるところと、その辺はしっかり

していただければと思います。 

 けががないのが一番でありますし、美化活動とい

うのは地域のお手本になるかと思いますので、御検

討いただきたいと思います。 

 大里川の管理のことで、中学校とグラウンドの間

に樋門があります。そして270号線のすぐ近くにも

樋門があります。その樋門の機能は何のために設置

されたか。どういった状況で操作するのかお伺いい

たします。 

○土木課長（平石英明君） この水門は、潮どめの

目的で建設された施設でありまして、鹿児島県が設

置し、上流側の中学校のグラウンド側は土木課で、

下流側の校舎側のほうの水門は農政課で管理をして

おります。 

 上流側の水門につきましては、現在、農地もない

ことからほとんど水門を使うことはありませんが、

国道270号沿いの水路の流量調整を行っております。 

 また、下流側の水門は川南地区からの排水で、ポ

ンプ等の機能低下に伴う平成30年からの川南排水機

場の改修工事に合わせて、県が整備をする予定とな

っております。 

○10番（濵田 尚君） その樋門については、今ま

で動かしたとか閉めたとかいうのは、どんな状況で

すか。 

○農政課長（宮口吉次君） 水門につきましては、

通常管理をされているんですけれど、今、下流側の

ほうの水門につきましては、ポンプ場の機能低下も

あるということもありまして、操作することが余り

ないという状況は聞いております。 

○10番（濵田 尚君） 平佐原の中学校、小学校は

本当に低いんです。あの門を見れば、操作するとこ

ろはさびてぼろぼろで、この門は誰がどう操作して

どう管理されていたのかと思いますけれど、今後、

平成30年に県が整備するということですね。 

 集落もありますし学校もあります。そういったと

ころで、その樋門の役割、機能をしっかり整備して、

市側、農政、土木で、いざというとき、どんな状況

のとき、どうするのだというのをちゃんとつくって

おくべきだと思います。ぜひとも進めていっていた

だきたいと思います。 

 それと、この大里川の水位を県はデータを出して

いるんです。その基準点が湯之元橋なんです。その

中でどれだけ上がったというのをデータで出すよう

になっていますので、大里川の監視とかしっかりと

データを収集しながら、一番被害を受けやすいのは

下流側です。全体の負担を下流側が背負っているわ

けです。県にも、例えば神之川は荒瀬橋というとこ

ろにライブカメラがあります。今、ライブカメラも

結構設置しているんですよね。ライブカメラを大里

川にも設置して、上流側がどういう状況かという情

報をすぐ入れて防災に活かしていくことも必要です

ので、県には強く申し述べておいていただきたいと

思います。 

 最後になりますけれども、神之川はですね……。

(｢時間がない」という声あり） 

 それなら農業のほうに行きます。農業振興です。

担い手不足が深刻化しております。ワンストップ支

援窓口や農業支援センターの設置はどうでしょうか。 

○市長（田畑誠一君） 新規就農を始めようとした

さまざまな相談に対しましては、ワンストップ支援

窓口と同様の機能を持つ担い手育成総合支援協議会

を農政課内に設置して対応をしております。相談の

内容に応じて、農政課、農業委員会の担当者が対応

するほか、事前に予約をしていただければ、協議会

のメンバーであるＪＡや県地域振興局の担当者によ

る相談も可能となっております。 

 この協議会について、支援窓口としてのさらなる

活用を推進するため、広報紙やホームページを活用

して周知徹底を図ってまいりたいと考えております。 

 また、市役所、農業委員会、ＪＡ、県振興局等が

ワンフロアに常駐するような農業支援センターにつ

いては、現時点では設置は難しいことから、関係団

体と連携のもと、担い手育成総合支援協議会の機能

の充実を図り、各種相談へのさらなる対応に努めて
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まいりたいと考えております。 

○議長（中里純人君） 濵田議員に申し上げます。

発言時間を越えていますので、発言を中止してくだ

さい。 

 次に、原口政敏議員の発言を許します。 

   ［15番原口政敏君登壇］ 

○15番（原口政敏君） 私は自由民主党を代表いた

しまして、通告に基づき市長と教育長に、それぞれ

の問題を質問をいたします。 

 初めに、指定管理者の見直しについてでございま

すが、平成20年に施行され、既に８年が過ぎたわけ

でございます。92の施設で１億3,976万7,000円の歳

出を見ているわけでございます。 

 私は、この８年間、自分なりに見直すところが

多々あると感じているところでございます。例えば、

先ほども議題になりましたが、今年から職員の皆様

方の再雇用が始まるわけでございます。今年、10名

の方がおやめになり、３名がほかの仕事につかれ、

７名が残られるということも伺ってございます。 

 したがいまして、この指定管理者をまず市が引き

受けまして、もう廃止しまして、専門部会をつくり、

その仕事に携わり、また、市民に直接指定を任せる

べきではなかろうかと私は考えているわけでござい

ます。 

 先般、委員会におきまして、今回の予算で指定管

理が３年から２年に短縮をされてございます。副市

長に伺いましたら、見直す時期を２年間と定めて、

２年後は変えるということを委員会で申されたわけ

でございます。私も全くその考えに同感をしている

わけでございます。 

 第二次総合計画におきまして、５年後に337名と

いう適正化を総務課長が発表されたわけでございま

すが、私はそれを大幅に上回る職員の数になるであ

ろうと思っているわけでございます。年間３名の職

員しか採用されないということで、大変この若い皆

さん方をかわいそうに思っているところもございま

す。 

 したがいまして、先ほど申し上げましたとおり、

まず、この今までの指定管理を廃止して、そして、

新たな部署を設け、直接市民に雇用をさせるお考え

はないのか伺いまして１回目の質問を終わります。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 原口政敏議員の御質問にお

答えをいたします。 

 これまで、公の施設に関する管理方針に基づき、

92施設に指定管理者制度を導入し、まちづくり協議

会及び市内並びに市外の民間事業者等を指定管理者

として指定し、管理運営を行ってまいりました。指

定管理者の取り組みにより、利用者増や市民サービ

スの向上、経費節減などに一定の効果があらわれて

いる施設もあり、また、職員の業務削減など効果的、

効率的な行政運営にも寄与しているものと考えてお

ります。 

 しかしながら、今、御指摘ありましたとおり、制

度導入からおよそ10年が経過しようとしております。

したがいまして、本年１月に庁内に検討委員会を設

置し、これまで推進してきた指定管理者制度につい

て、改めて効果を評価検証し、果たして本当にその

施設が指定管理者でなければいけないのか、直営の

ほうがふさわしくないのかなど、指定管理者制度の

あり方そのものについて検討を始めたところであり

ます。 

 なお、直営の場合の施設の管理方法については、

御提言ありました新たな管理部門の設置、退職者、

再任用職員の活用なども一つの方策として参考にさ

せていただき、どのような手法がいいのか、定員適

正化計画や組織機構の見直し方針も踏まえながら、

今後、検討してまいりたいと考えております。 

○15番（原口政敏君） 議長、一つだけ訂正をさせ

てください。 

 私は、平成20年からだと記憶をしておりましたが

10年過ぎたそうでございますので、それが間違えで

ございましたならば、10年に訂正をさせてください。

私は、平成20年に始まったと思っておったんですけ

れど10年たったんですか。そこのところだけ議長、

訂正方をお願いいたします。 

 今、市長が答弁をされたわけでございますが、実

は市長、いちきアクアホールにつきまして、一点だ

け説明を申し上げます。あそこは２人パートさんが

いらっしゃるんです。私の友達が行っておりました
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ので実情をよくわかっております。月に大体８万ぐ

らいだったそうでございまして、２人でございます

ので、多いときで８万とおっしゃいました。年間

200万にならないんですよね。だから、この１億

3,976万7,000円の、まず人件費は幾らになりますか。

恐らく、いちきアクアホールも全て人件費も入れて

ですからね、１億3,976万というのは。人件費から、

もしわかったらお知らせ願いますか。 

○総務課長（中尾重美君） ただ今、指定管理料に

占める人件費の割合ということで御質問がございま

した。 

 若干、議員のおっしゃいました総額と違いますが、

平成28年度分の指定管理料で納付金の対象施設、パ

ークゴルフ、国民宿舎、そこら辺を除いた84施設の

指定管理料の算定に係る総支出額が約１億5,200万

円ということになっております。そのうちの総人件

費分は約6,550万円、43％程度ということになって

おります。 

 人件費の内訳としまして、施設の管理業務、受付

等になりますが、係る分が約5,150万円、34％程度。

それと、人夫等の除草作業等に係る分が約1,400万

円、約９％ということになっております。以上です。 

○15番（原口政敏君） 私が聞き取り調査したのと

総務課長が言ったのは若干誤差がございますね。こ

れもまた議長、もし間違っていたら訂正してくださ

い。私は直接担当に聞いたんですけどね。あなたも

そうおっしゃったですよ、その当時は。だったです

よ。ちゃんと正確な数字を言ってくださいよ。本会

議で訂正するのは私も初めてですよ。そうでしょう。

いや、それは答弁はいい、僕が訂正するから。議長

訂正してください、僕が間違っていたようだ。 

 それで、市長。先ほどいちきアクアホールの件を

出しましたが、２人で200万もらっていないんです

よ。ところが、いちきアクアホールで調べますと、

調べてください市長、幾ら払っているのか、人件費

だけでですね。もちろん水道、浄化槽、それから電

気代を引いてもはるかに利益が来るんですよね。指

定の会社はもうけてらっしゃるんですよ。相当もう

けてらっしゃる。恐らく、市来の体育館も私は調べ

ましたが、ここもしかり。 

 だから市長、先ほど言いましたように、本市もそ

んなに豊かな財源じゃないですよ。私はないと思い

ます。実際、82億ですか、払えばいいと言いますけ

れども、その保証もないと私は思う。だから、削減

すべきは削減しなければいけないと思うんですよ。

そういうことから削減をして、指定管理者を見直し

ていかないといけないと思うんです。 

 それと同時に、市長。市来地区で言いますが、川

北、川南、川上、３地区の交流センターがあります。

ところがつくるのは味噌、そうめんのたれ、ふくれ

菓子。みんな一緒です。おまけに、川南の方が川上

に行かれて、川上の方が川南に行かれて、メンバー

は同じような方々なんです。そこを一つにするんで

すよ。３つにしなくていいわけです、同じものをつ

くるわけだから。それが６次産業化で別々のものを

つくっているというなら別なんです。全く一緒です。

私が、また間違っているかもわからんけど、間違え

ないと思う。そういうことを変えていかないといけ

ないと思うんです、市長、２年間のうちで。くどく

どは申し上げませんから、今、言ったことを。私も

市長も２年後はいるかいないかわかりませんよね。

わかりませんよ。だけど、担当課長も職員も残って

いるわけだから、このことはしっかり取り組んでい

ただくことを申し上げまして、この項は終わります。 

 それから、再生可能エネルギーについて伺います。

先般、本当２週間ぐらい前、この一般質問をする前

にテレビを見たんです。１メーターぐらいの水道で、

水力発電をされていらっしゃいますよ。それが、

1,000万だそうです、経費が。10戸数賄える、海外

にどんどん輸出するっておっしゃったんです。 

 本市も風力発電等いろいろありますけれど、原発

も心配ですよ、市長。僕も賛成のほうに手を挙げて

いますけれども、本当は五分五分なんです、本当の

こと言うと。自由民主党だから手を挙げているだけ

であって、なかったら反対したい気持ちです。本当

ですよ。この前も、魚釣りに行っていたら、鳴りま

したよ、エリアメールかな。私は走行中で、全力で

走っていましたから、見たら避難してくださいって

書いてあるんです。これは、九電がどうにかなった

って、慌ててうちに帰ったら女房が「お父さん訓練
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だよ」って。こんな訓練は、１回にしてください。

２回も３回もあったら迷いますがね。心配でしたよ。

だから、「これはしまった、原発は反対したらよか

った」と思いました、その当時は。 

 こういうのを踏まえて脱原発に持って行かないと

いけないと思うんです。今、22％ばかりでしょう、

原発が。だから、風力、水力、それからバイオを採

用したりしていくことによって、脱原発ができるわ

けですから、市長、この水力発電を考えて見られる

気はございませんか。 

○市長（田畑誠一君） 今、脱原発という将来を見

据えた代替エネルギーの推進ということで、いろい

ろなお話をなさいました。その中で、小型水力発電

施設の設置についてを例に挙げられましたのでお答

えをしたいと思います。 

 この小水力発電は、河川、農業用水路、砂防ダム、

治山ダムなどを活用する、出力2,000キロワット以

下の水力発電で、さらに出力100キロワット以下は

マイクロ水力発電と区分されております。 

 県内の小水力発電の設置状況は、先日、肝付町で

運転を開始した一ノ谷地区発電所をはじめ、14カ所

で合計7,661キロワットが営業運転をしております。

そして、４カ所が工事中の状況にあります。また、

マイクロ水力発電は実証試験として、日置市東市来

町玉田や薩摩川内市東郷町藤川に設置されておりま

す。 

 小水力発電所を設置する場合は、十分な落差と流

量の確保ができれば、安定した発電量が見込める半

面、漂流物の除去に手間がかかる、発電能力の割に

設備費や維持管理費が大きいなど、あるいは、河川

や農業用水路の水利権の取得などの課題もあるよう

です。 

 本市の河川、農業用水路等への設置可能性につい

て、技術の動向、採算性の問題、維持管理の仕組み

など、他の市町村の状況も見ながら、引き続き調査

研究してまいりたいと考えております。 

○15番（原口政敏君） 市長が言われましたように

ごみがたまるという懸念があるわけです。ところが

市長、そのテレビで見た水力発電は、ごみも除去で

きるそうです。前にプロペラがあって、その心配は

ないって。 

 私はここに電話で聞きました、実際、教えますか

ら。その心配はございませんとおっしゃったんです。

ちゃんとその設備ができているって。だから、こう

いうのは、市長、前向きに取り組んでいきましょう

よ。脱原発に向かって。 

 今日は、さいもせーせーとは言いませんから、前

向きに検討していくことによって、脱原発につなが

るわけですから、そんなに悪いことではありません。

脱原発に向かっていかないといけないわけですよ、

私たちも。だから、あなたたちの加勢はしないんだ

けど。自民党だけど将来的なことを考えて私は言っ

ているんですよ。だから取り組んでいきましょう。 

 市長が取り組まれるということございますので、

前向きに。それで了承していいですか、市長。 

○市長（田畑誠一君） 将来に向けて、脱原発は市

民皆さんの願いだと思います。私も全く同じ思いで

あります。 

 したがいまして、議会の皆さんと御一緒に、御理

解、御協力をいただきながら、本市の場合は他市に

先駆けるような形で風力発電、それから工業団地の

規模は小さくてもソーラー発電とか、それから、今、

議会の皆さん方に御説明、報告をしましたとおり、

おかげさまで洋上発電も本市が一つの候補地として

検証がされているようですので、大変楽しみにして

いるところであります。 

 そこで、今、一つの方向性として小型水力発電、

あるいはマイクロ水力発電のお話をなさいました。

なるほど、おっしゃいますとおり、本市の場合は河

川、農業用水路はたくさんございます。したがいま

して、設置の可能性につきましては、次の段階で、

技術の動向とか採算性の問題とか維持管理の仕組み

など、他の先進事例の状況も見ながら、引き続き調

査研究をしてまいりたいと考えています。 

○15番（原口政敏君） 調査研究をして、こういう

出口がなければ、入り口もありませんから出口も、

研究をしていただきたいということを申し上げてこ

の項は終わります。 

 学校の給食について伺いますが、学校給食を無償

化にすることは考えられないかということでござい
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ます。 

 今、政府におきましては、市長も御案内のとおり

教育無償化に向かって憲法改正の議論をされており

ます。そうなりますと、この給食費も私は無料にな

るだろうと思っているんです。お隣の南さつま市は

もうされましたから、御存じですよね。 

 無料化になることによって、教育長もなんだけれ

ども、人口も増えると思うんです、これがもし実現

できたらですね。私はそう思います、有村教育長。

学校給食が払えない子どももいるわけですよね、教

育長。子どもなりに知っている子どももいるらしい

です、私も聞きましたけれども。だから、子どもた

ちが胸を張って、給食を楽しく食べるような施策も

必要になってくると思うのですが、どのように考え

ておられるか、まず、市長どうですか。無償化でき

ませんか。 

○市長（田畑誠一君） 先ほどから自民党の政策的

な面をいろいろお話になっておりますが、今、国家

の大きな課題として、外交問題がありますけれど、

外交はおいて、内政と言いますと私も原口議員がお

っしゃるとおり少子化対策に力を入れるのが一番だ

と思います。これからの今の内政の大きな課題は、

もちろん福祉を含めてでありますが。 

 そこで、学校給食の無償化についてでありますけ

れども、これまで、議員の方々からたびたび御質問

をいただいておりますが、学校給食というのは成長

期にある子どもたちの栄養のバランスに優れた献立

を通して成長過程にある児童・生徒に必要な食事を

提供し、心身の健全な発達に大きく寄与する。これ

は当然ですけれど、そういった意味で教育的意義を

有するものだと考えております。 

 学校給食法によりますと、第11条では学校給食の

実施に必要な施設及び設備費、運営に要する人件費

は設置者の負担とし、それ以外の食料、食材料費等

は学校給食費として保護者が負担すべきものと位置

づけております。生活保護をお受けになっておられ

る世帯につきましては給食費全額を市が支援をし、

また、準要保護世帯では８割を支援しております。

その他の世帯につきましては、学校給食法に基づい

て、これまでどおり保護者に負担をしていただきた

い。 

 現段階では無償化ということは考えておりません

が、先ほどお述べになりましたとおり、教育費の無

償化など国等の動きにつきましては今後も注目して

まいりたいと考えております。 

○15番（原口政敏君） 今、この場で、しますとい

う答えをもらう考えはございませんでした。今から

検討されて、考えていただきたいということを申し

上げ、この項は、まだ同僚議員が質問されますので、

厳しく質問してください。この項は終わります。 

 続きまして、交通事故対策について教育長に質問

します。自転車走行指導帯というのを道路につくっ

て非常に交通事故が減ったというテレビを見ました。

これは、もちろん市長も教育長も出しておりますけ

れども、要するに私が言いたいのは、歩道を自転車

が通っていいものだと勘違いしていらっしゃるんで

すよね、みんなが。私も勘違いしていたんですよ。

そこのところを見直して、道路に自転車の青いマー

クをつけて、そこが自転車の通行帯だと示す県がご

ざいます。非常に交通事故が減ったそうなんです。

あの子は死んで２年になりますよね、この前、皆さ

んも来ていらっしゃいましたが私の会社の近くで死

亡事故があってから２年が過ぎたですね、市長。２

年が過ぎましたよね。あの交通事故、横断歩道。わ

かられているでしょう。そういうこともあったわけ

で、我がまちも交通事故はですね。歩道を自転車が

通りますと、学生は歩道を通っていくんですよ、通

学路は。勘違いしているんですよ、だから、ここの

ところをぴしゃっと、教育長も、学生も通る子がい

るわけだから。それと同時に、各機関にその設置帯

をつくってもらえないかと、市はできませんからね、

要請はできませんか。 

○市長（田畑誠一君） 一件でも多く交通事故の撲

滅というのが我々市民みんなの願いであります。お

述べになりましたとおり、270号線で痛ましい犠牲

者も出ました。そういったことで、非常に歩道とい

うのは、特に通学路は児童・生徒にとっては大事で

あります。 

 そこで、いろいろ調べてみたんですけれども、道

路交通法によりますと、歩道が設けられている道路
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においては、一定の条件を満たしたものを除き、基

本的に自転車は車道を通行しなければなりません。

おっしゃるとおりそうなっているんです。ただしか

し、車道を自転車で走行すると、大型車と並走する

際に危険を感じるなどのことから、自転車で歩道を

走行する人が多いのではないだろうかと思っており

ます。 

 通学時など特に危ないわけでありますから、今、

申し上げましたように、特に通学路においては、児

童・生徒の登下校時の安全確保をするために、道路

交通法の周知とともに、自転車走行指導帯の設置に

ついて、関係機関と協議をしてまいりたいと考えて

います。 

○15番（原口政敏君） ぜひ、子どもたちの命を守

ることですので、協議をしていただきたい。 

 同時に、教育長、子どもたちにあそこは自転車は

通れないよって、中学生が通っていきますからね。

びっくりすることがあります。通っていたら、自転

車がばっと通って、ふっと見たら学生ですから中学

生ですよね。そこのところは注意をしないといけな

いと思うんです。もう答弁はいらないから。注意し

てください。 

 この項は、市長が前向きに言われましたので、次

の項に進みます。 

 今度は子どもの貧困対策です。６人に１人が貧困

だと、テレビを見て私はびっくりしたんです、教育

長。６人に１人いるんだろうかって思っております

が、本市の現状からお知らせいただけませんか。 

○教育長（有村 孝君） 子どもの貧困にかかわる

本市の現状についてお答えいたします。 

 本市の現状につきましては、就学援助費の認定数

で申し上げますと、本年度決算予定人数が、小学生

252人、中学生154人、認定率では、小学生が約18％、

中学生が約20％となっております。 

 学校生活の中で見られる子どもの貧困の状況につ

いてでございますが、それが経済的な理由を原因と

するものなのか、あるいは保護者の養育態度による

ものなのかを判断することは極めて難しい面もござ

いますが、各小中学校からは、例えば朝食を食べて

こない、衣服の汚れが見られる、あるいは教材費な

どの学校校納金を滞納しがちである、あるいは医療

機関を受診させさていないなどの事例について十数

件報告はございます。このような家庭に対しまして

は、現在さまざまな教育的な配慮をしながら手立て

をしているところでございます。 

 具体的な手立てで言いますと、学校関係者やスク

ールソーシャルワーカーが３名いますが、家庭訪問

を繰り返したり、あるいは福祉課などの関係機関と

連携を取り合いながら、保護者の意識の啓発を図っ

たり、また、生活環境の改善について働きかけたり

しているところでございます。 

○15番（原口政敏君） この調査を、教育長も各学

校長から挙がってきてわかっていらっしゃると思っ

たんです。本市も大変ですね。これ以下だと私は思

っていたんです。だけど18％、20％と厳しい状況で

すので、今、教育長が言われたとおり、いろいろな

角度から子どもたちは平等な教育を受ける権利があ

りますからね、教育長。だから、それは取り組んで

いただくことを申し上げ、このことは同僚議員も質

問されますので、最後の項に入ります。 

 教育長にお尋ねいたしますが、学校遊具につきま

して、死亡事故も発生しております。本市は私は大

丈夫だろうと思ってはいるんですけれど、教育長大

丈夫ですか。 

○教育長（有村 孝君） 現在のところ大丈夫です

と言いたいわけですが、現在のところ報告が挙がっ

てきておりませんが、学校における子どもたちの安

全・安心は、本当に学校の第一目標と言いましょう

か、学校が学校である役割の一つだと、責任の一つ

だと思っております。 

 年度当初、校長、教頭会等において、日常的なチ

ェックを徹底するように指導いたしております。ま

た、各学校では、毎月一回ずつ必ず安全点検の日を

設けております。大体20日前後が多いようでござい

ます。全教職員による目視、あるいは打音、振動、

そして負荷検査などによる施設点検を実施している

ところでございます。また、月一回の定期点検だけ

ではなく、体育の授業等で使用する前には、必ず点

検をするよう指導しております。 

 このような点検の結果、学校では対応できない補
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修が見受けられた場合は、教育委員会で報告を受け

まして専門業者に依頼しております。もちろん学校

で修理できる分は学校でしていただくということで

ございます。 

 即座に修理が完了できない場合は、その施設、遊

具を、危険、あるいは使用禁止、立ち入り禁止など

の表示をして、児童・生徒への注意を喚起いたして

おります。 

 現在のところ本市におきましては遊具の不具合を

原因とする事故は起こっておりませんけれども、今

後も学校と連携を図りながら遊具の安全確保に努め

てまいりたいと思います。 

 学校の施設等に瑕疵があるということは、私ども

教育行政の責任でもございますので、学校は安全で

安心して学習できる、そして下校すると、これが学

校の大きな役割、責任であろうかと思っております。 

○15番（原口政敏君） 本県とは違いますが、亡く

なった子どもも学校の責任なんですよね、管理が徹

底していなかったから。していたら、風でひっくり

返ってびんたなんか打たないんですよ、教育長、そ

うでしょう。 

 私が一般質問をしましたから、徹底した管理を、

教育長してください。古いものは変えるとか、万が

一の場合は教育長辞めないといけないですよ、そう

ですよね。辞めていただきますよ、ああいう事故が

あったら。そこを気構えで取り組んでいただきます

ことを申し上げまして、全ての項を終わります。 

○議長（中里純人君） ここで昼食のため休憩しま

す。 

 再開は午後１時10分とします。 

             休憩 午前11時50分 

             ───────── 

             再開 午後１時10分 

○議長（中里純人君） 休憩前に引き続き、会議を

開きます。 

 次に、西別府治議員の発言を許します。 

   ［９番西別府 治君登壇］ 

○９番（西別府 治君） 串木野フィッシャリーナ

の目的は漁業の振興と漁村地域の活性化であります。

串木野フィッシャリーナを核にして海洋レクレーシ

ョンを介し、都市、住民との交流を図ること、漁港

に直結した水産加工場、レストラン、物産館など整

備され、漁業者みずからが串木野フィッシャリーナ

の経営に参画することで、生活の安定と地域の活性

化が生まれるとあります。全国で11番目に認定され、

20年経過した串木野フィッシャリーナの施設整備状

況と活用状況について伺います。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 西別府治議員の御質問にお

答えをいたします。 

 串木野フィッシャリーナの施設整備と利用状況に

ついてであります。 

 沖縄県を除く九州圏内にはフィッシャリーナが本

市と熊本県上天草市、長崎県佐世保市、大分県国東

市の４カ所にあります。本市のフィッシャリーナは

平成10年度に市オーナーバースを供用開始し、県ビ

ジターバース、県オーナーバースと順次供用開始さ

れ、県管理を含め74隻係留可能な施設となっており

ます。平成29年１月末の利用隻数は43隻、市オーナ

ーバース13隻、県のオーナーバース26隻、県ビジタ

ーバース４隻であり、係留可能隻数74隻に対し、約

６割、58.1％の利用率となっております。 

○９番（西別府 治君） 少し港のほうを見てみま

すと減っているかという気がしますけれど、それで

も６割を維持しながらということですね。 

 浮き桟橋は20年になっております。ここらあたり

のメンテナンスを含めたことをやっていかないとい

けないと思いますけれど、今後の補修計画について

はいかがでしょうか。 

○市長（田畑誠一君） 今、西別府議員お述べにな

りましたとおり、もう20年たっております。私も、

たまたま昨日副市長とレストランに食事に行きまし

て、ついでにまた、かねても行きますけれど相当フ

ロートなんか老朽化しているんです。ですから、こ

れまでも、県、市に対してフロートの交換など予算

の範囲内において補修を行い維持管理に努めている

ところであります。 

 なお、県が設置した浮き桟橋、ビジターバースに

ついては、機能保全計画に基づいて、来年度、基本

設計を行い、今後補修される計画となっております。 
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 また、市が設置した浮き桟橋については、補修に

活用できる事業がないものか、いろいろ研究してみ

たいと考えています。 

○９番（西別府 治君） 県バースにつきましては、

機能保全計画に基づいて計画をしながら整備を進め

ていくということであります。また、市のほうも、

同時に進めていかないといけない部分というのがあ

りますので、さまざまな予算獲得の分を見ながら進

めていただきたいと思っております。 

 フィッシャリーナという言葉は、我々はなじみが

あるんですけれど、一般の方というのはなかなかな

じみがなくて、よく聞いてみますと、フィッシュと

アリーナという劇場をひっつけたのがフィッシャリ

ーナらしいです。造語みたいで「フィッシャリーナ

って何だ」ってよく言われるんです。だから、ヨッ

トハーバーというイメージで今日は話を進めさせて

いただければと思っています。 

 利用率が下がっているのは整備の問題等があると

思います。ヨットの方々がとめられていて、夜間等

にエンジンをかけなくて過ごせる環境というのが必

要になってくるわけです。電気を送ったり水があっ

たりという施設が必要になってくると思います。 

 東京からわざわざ飛行機に乗って来られて、鹿児

島空港に降りられて、そしてヨットのところに行か

れて、ヨットでクルージングをされている方もいら

っしゃいます。そういった方々は、どうしても電力

がないとなかなかうまくいかない部分があります。 

 そこで、次の項ですけれど、ヨットやボートの停

泊時に必要な給水及び給電施設の整備について伺い

ます。 

○市長（田畑誠一君） 今、西別府議員がお述べに

なったとおり、船が接岸する岸壁に給水施設と給電

施設がなければ、港の機能を本当は果たしていない

ですよね。私自身船乗りでしたのでよくわかります

が。だから、本当は最初から具備すべき条件だと私

は思っているんですけれど、フッシャリーナ、今、

ヨットと言われましたか、そういった性格からか、

整備が遅れております。 

 これまで、何回も県とは協議をしているんですけ

れど、今までの経緯を見ますと余りにも規模が大き

すぎてなかなか実現に近づかなかったという。 

 だけど、こうして詳細を検討してみれば、例えば

36基もつけるとか、そこまで必要ないと思うんです、

僕は。だから、そういった点を、その段階までは来

ていますので、県と具体的に詰めをして、なんとか

給水と給電施設を整備して、寄港しやすい、利用し

やすい港にしたい。環境づくりに努めていかなけれ

ばと思います。 

 わざわざうちを利用していただくわけですから、

感謝して、急がなければいけないと。今まで整備さ

れていないのは大変申しわけなく思っています。今

度、積極的に乗り込んでやりたいと思っています。 

○９番（西別府 治君） 部分的なことを申します

と、今、水はトイレが近くにあるものですから、あ

そこでくまれたりしている状況であります。飛行機

で来られた方がなぜないのだろうかと強く思ってい

らっしゃいます。環境が整っていないことが船が少

し減った理由にもつながっているのではないかと考

えております。 

 ヨットをとめられる方々は、パワーポストという

らしいですね、電気、水道がすぐ桟橋のところから

引けるような、こういうのが大体整っていますよね。

「基数についてはたくさんはないんですけれど、大

体ほかのところは整っていますよね」と言うことな

んです。 

 その方々は島平の港フィッシャりーなだけでなく、

ヨットハーバーをいろいろなところを回られている

わけです。そして、こういうことなんです。海の駅

というのがあるそうです。今、島平もたまたま海の

駅食堂とか海の駅売店とかなっていますけれど、あ

れを頭の中から外していただいて、海の駅というの

が道の駅と同じようにあるそうなんです。フィッシ

ャリーナは全国で11番目に認定されたところなんで

すが、水産庁が認定しております。水産庁だけじゃ

なくて、ヨットハーバーということを言いましたけ

れど、ヨットハーバーは国土交通省の管轄なもので

すから、今、フィッシャリーナに対して国土交通省

も大きな支援をしています。国土交通省は御存じの

ように道の駅は支援しますよね。あれと一緒で、海

の駅というのを設置する認定をしていくということ



 
- 40 - 

があるそうなんですよ。 

 次の質問に入りますけれど、今後の串木野フィッ

シャリーナ周辺の施設を含めた、交流人口の拡大や

情報発信について、海の駅というのを登録ですね、

今度は。フィッシャリーナは認定されていますから。

串木野フィッシャリーナを核として、海の駅に認定

していくことが必要になってくるのではないかと考

えますけれどいかがでしょうか。 

○市長（田畑誠一君） 海の駅というのは、今、西

別府議員が説明されましたけれど、車で陸から、プ

レジャーボートで海からと、どちらからもアプロー

チできる、誰もが気軽に安心して楽しめる場所とい

う定義みたいなものがあるみたいです。 

 現在、九州管内にフィッシャリーナ所在地も含め

て、全国で161カ所も登録されております。だから、

登録することにより、全国的な情報発信ができ、交

流人口の拡大に寄与するものと考えますが、登録条

件の中には海の駅に関する情報提供等のためにガイ

ドを配置していることなどもございますので、漁協

さんや関係機関と協議しながら検討していきたいと

思っております。 

 今、御質問の中で、交流人口の拡大にも一役買う

のではないかというお話でありましたが、まさにそ

のとおりだと思います。皆さんごらんになられまし

たとおり、２月20日鶴瓶さんの家族で乾杯がＮＨＫ

でしかもゴールデンタイムの７時30分から８時43分

だったと思いますが、１時間13分ゴールデンタイム

で放映をされて、実は大変な反響があります。その

鶴瓶さんの家族で乾杯の最初の画像は照島橋ですよ。

何とも神秘的と言いますかすばらしいなと思いまし

た。そういった面では、まさに観光スポットだと思

います。活かされるべきだと思います。 

 さっき給水、給電の話もいたしましたが、一応港

としては県の管理だと思いますが、事業名によって

は補助のあり方、支援のあり方が県がなすべきなの

か、あるいはその分野については県はできないとか、

いろいろと多分あるのかもしれません。その辺は、

県と協議して一体的に検討していきたいと思ってい

ます。 

○９番（西別府 治君） 海の駅のイメージを、今、

市長が話されました。 

 道の駅は建屋があって駐車場があってというイメ

ージなんですけれど、海の駅というのはエリアらし

いです。島平の加工場があって、あれも海の駅の範

囲に入ってくるだろうと。串木野フィッシャリーナ

が核になりまして、そして食堂と言いますか、あり

ますね、売店がありまして。そして、今度は、照島

海岸のほうまでよくよく見ますと海の駅のエリアで

何かしていけるらしいです。フィッシャリーナがあ

って、国土交通省が今、登録に対して一生懸命頑張

っております。それをクリアすることができれば、

かなりいいのかなというのがあります。 

 ｕｍｉ－ｅｋｉ.ｊｐということで交流サイトも

ありまして、登録されますとホームページはもちろ

んいろいろなイベントも出していただけますし、看

板設置等も海の駅があるということを海からも丘か

らも両方看板の設置をしていただけるみたいです。

もちろん統一ロゴマークも使えるということなんで

すけれど、何よりも食のまちを我々は言っています。

そして、海で味わうもの、食堂とかも含めて食につ

ながっていく海の駅のあり方かなと。そして、海で

遊ぶ照島海岸。これは貝掘りができたりしますよね。

海で遊んで、海で食して、海で体験する。ヨットに

乗せてもらうなどいろいろなイベントをしていく。

そして、海に行こうということで、近くに国民宿舎

もあります。宿泊等もそこでしていただく。そんな

ところまで全部が広がっていって交流人口が拡大し

ていく。そして情報発信ができて、今のフィッシャ

リーナの船を陸上に上げる施設が大きく広い範囲が

ありますよね、駐車場みたいな。あそこでイベント

をすることも可能らしいです。ですから、海の駅に

登録をしていただくことをぜひ進めていただけたら

と考えております。 

 ガイドが必要だということなんですけれど、今、

Ａという方が例えば島平漁港に電話をされまして、

バースがあいていますかとかそういった受け答えぐ

らいの、言えば受付担当者みたいなそんな感じらし

いです、よく聞いてみますと。イベントをやりまし

ょうと。地域が一体となって、今、海の駅食堂から

水産加工からやっていますから、販売店までですね、
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それで地域が一体となって何かイベントをしようと

すれば、それもどんなイベントがあるかというのは

ホームページに出しますから、いつありますかとか、

そんな受付業務みたいな、そのぐらいでいいみたい

です。要件としては、ほとんど新たな投資をするこ

となくできる感じですので、市長がパワーポスト、

水道、電気を何とかやっていくということをおっし

ゃっていらっしゃいますので、これがクリアされる

ことになれば、あとはそっちの登録の流れをつくっ

ていただけたらと考えます。いかがでしょうか。 

○市長（田畑誠一君） 私は、道の駅が出てきたと

きも非常に感心したんです。いいネーミングだな、

いい発想だなと思いましたが、そういった意味で海

の駅というのもなかなかネーミングがいいです。紺

碧の海を想像して、波、白浜、白砂です。海の駅と

いうのはいかにも人々が憩う、集いたくなるすばら

しい場所を連想させるネーミングだと思います。今、

お述べになっておられるように、広域を巻き込んで

海の駅ということだと思います。 

 そこで、登録なんですけれど、少しお話されまし

たけれども、来訪者が利用できる船舶係留施設があ

ることとか、海の駅に関する情報提供などのために

ガイドを設置していることとか、来訪者が利用でき

るトイレを有することとか、海の駅ネットワーク年

会費３万円とか、いろいろ登録のための条件がある

ようですので、これをしっかり研究して、関係漁協

とも協議して、検討していきたいと考えております。 

○９番（西別府 治君） 九州は24カ所ぐらいある

んですけれど、圏域で言いますと鹿児島県は平川に

ヨットハーバーがありまして、そこだけです、海の

駅は。ですから、国土交通省が介入していますので、

例えば、道の駅がすぐあるという大きな看板があり

あますよね。あれと同じようなのが、３号線に海の

駅がすぐですとかできるらしいです、そういったも

のが。情報発信としては、海の駅って何だろう」と

いうことが３号線沿いにあれば、相当変わってくる

のではないかと考えます。食のまちでやっているん

だという流れの中で展開です。道路標識ですね。国

交省が出している地図の、インターネットの中でも

海の駅の位置というのも書いてくれるそうなんです。 

 それは、研究しながら進めていくということでご

ざいますので、トータルな情報発信、そして、圏域

と言いますか、鹿児島の圏域からの我々のほうに来

ていただく大きなプラス方向の流れになっていくの

ではないかと考えております。 

 今、管理のほうも串木野フィッシャリーナは島平

漁港のほうがやっていますから、漁船の手を煩わせ

ることなくスムーズな流れの中で展開ができていけ

るのではないかと思いますので、ぜひ研究をしなが

ら早い段階での、投資をしないでエリアをもって海

の駅を形成して、全体の交流人口を呼び込んでいく

と。そして、情報発信をこっちからもやっていくと。

また、串木野フィッシャリーナに県外からも来られ

ます。そういった利便性が上がることで、本市のよ

さももっともっと情報発信されながら展開を進めて

いけるのではないかと思っておりますので、どうか

進めていただければと考えております。 

 次の項よろしいですか。照島地区海潟、場所がわ

かりにくいものですから、照島小学校の西側です。

照島小学校から港側のほうの地域です。交流人口は

結構本市はさまざまなイベントの中で来ていただい

ておりますけれど、それが今度は定住に変わってい

く姿を、考えていかなければならないと考えており

ます。 

 あの地域はもともと農地でありまして、宅地と未

利用農地が混在する地域で、質問ですけれど、住環

境整備について伺います。 

○市長（田畑誠一君） 住環境の整備についてであ

りますけれど、住宅地の形成としましては、これま

でウッドタウンや小城団地など分譲団地を整備する

とともに、市街地形成と良好な住環境の整備として

麓土地区画整理事業を中心に宅地供給を行ってきて

おります。 

 また、社会状況の変化に伴い、今後は区画整理と

異なる住環境整備が求められておりますが、市とし

ましては、これまで計画のあった野元平江地区や市

来駅前において整備手法を検討することとして、そ

の他、住宅地について民間活力による開発促進を基

本としております。 

 海潟地区においては、言われましたとおり農地所
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有者が造成、建設をするケースや、小規模な宅地開

発による分譲のケースがあります。個人所有の土地

が多く占め、人口増対策として市が主導的に宅地化

を進める考えは今のところありませんけれども、必

要な周辺環境の整備に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

○９番（西別府 治君） 市長が、今、述べられた

ように、休耕地を埋め立てて宅地化しているところ

であります。それがそのまま排水なんかも残ってい

る部分もあって、整備をしていかないといけないと

ころです。2014年の地方元気戦略というのがありま

して、その中でコンパクトシティ化を図っていかな

ければいけないと、人口が減る中においてというこ

とが書いてあります。人口減少に即応した新たな集

積構造をつくっていかないといけないのではないか

なと。 

 その考え方であの地域を落としてみますと、今で

も新築がどんどん進んでいる状態であります。さら

に、駅があります。そして、病院、学校と地域資源

が身近にあるところでありますから、さらなる住宅

の建設が必要以上に進むのではないかと考えており

ます。民間活力を入れながら整備をしていく、住環

境を守りながら進めていく必要があるのではないか

と考えております。 

 そこで、次の質問でありますけれど、住宅化が進

むこの地域の、例えば金子病院から道路が一本入っ

ています。あれも舗装もしていただき通行できるよ

うによくなっておりますけれど、そういった農地の

排水路を活用して、下水の水が乗っている状況があ

るわけですけれど、住宅化が進む地域の道路や排水

路の整備について伺いたいと思います。 

○市長（田畑誠一君） 今、県道島平酔之尾線沿い

の金子病院から南側へのお話をなさいましたが、平

成16年度に側溝敷設並びに舗装の打ちかえを行って

おります。その際、沿線にある住宅からの排水は可

能な限り道路側溝へ排水するようにしておりますが、

区域の一部においては農地整備で設置された排水路

を利用している状況です。 

 しかし、周辺は造成された土地と荒廃した土地が

混在していることから、排水路の上流に低い農地を

残したままで、それで排水路の整備を行うことが困

難な状況にあります。 

 したがいまして、現在ではこの排水路に堆積した

土砂の取り除きを行うなど、環境整備に努めている

ところであります。 

○９番（西別府 治君） 排水路のほうは後ほどと

いうことなんですけれど、この道路が市道として今

は扱われていないです。延長から見ますと、２％も

ないぐらいのところがちょっと狭くて、あとは全部

広くて要件が整っているところなんですけれど、市

道としてなされていないというの、まず一つ目であ

ります。市道のここ、どうでしょうか。 

○市長（田畑誠一君） 当該路線の市道認定するこ

とについてですけれど、路線の重要性及び公共性と

いったもの等を総合的に検討してまいりたいと考え

ております。 

○９番（西別府 治君） 市道になっていないもの

ですから、住宅地の建設が進みますと、大型のトラ

ックも当然入ってまいります。アスファルトでして

ありますけれど、下のほうが柔らかかったりして、

すぐ壊れてしまう状況であります。ですから、そこ

らあたりを換算しますと、補修はしますけれどもす

ぐ壊れてしまうよねと。病院等もありまして、通行

される方もいらっしゃいますし駐車場もありますし、

環境の整備が望まれるのではないかと考えておりま

すので、市道としての認定がどこまでできるかはわ

かりませんけれど、それに準ずるようなことをして

いかないとちょっと大変じゃないかと考えますが、

いかがでしょうか。 

○土木課長（平石英明君） 現在、生活道というこ

とで、里道扱いで現在は行っておりまして、里道関

係の補修、それから改修等につきましては、土木補

助金70％等を利用して生活道の改善をしていただい

ているところでございます。先ほど市長からも答弁

がありましたように、公共性、それから生活の住宅

等が張りついておりますので、こういったところに

つきましては市道認定の基準に合わせて、できるの

かできないのか検討して、市道認定できるように努

力していきたいと考えております。 

○９番（西別府 治君） 市道としての認定を含め
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た検討をしていただいて、幅は広いところは十分大

丈夫でございます。市長も答弁があったように側溝

も入っておりますから、数％のところがというとこ

ろがありますので、どうかよろしくお願いいたした

いと思います。 

 今、住宅がどんどんできておりますけれど、若い

女性の方々が、奥さまですけれど、家を建てられる

ときの意思決定にも、結構家族の会話の中で影響の

範囲があるのではないかと考えます。 

 水路の問題はありますけれど、何件か家ができて

おります。環境はいいですね、駅があって、今、言

ったようにものすごくいいんです。でも、ちょっと

水路にふたのかかっていない大きな川みたいなのが

流れていたり、その上流の石積みが壊れて水が田ん

ぼの中に入っていたりしています。当然、そこに下

水が流れているわけですから、においがしたりいろ

いろすると思うんです。ですから、女性の方々のこ

の判断を何とかクリアできるようなことをしていか

ないといけないのかな。 

 市長、これ、こういうことなんです。農地があっ

て、３分の２はつくっていて、３分の１を埋めて宅

地化を仮にしたとすれば、農地の方々が「水はここ

に流さないで」って言いますけれど、今、誰もつく

っていないところですから、誰もどんどん流してい

る状態です。臭い下水が流れていても誰も文句を言

われないんです。でも、新しく家を建てられる方は、

何かそこに流れてきて大変だよねと言うことであり

ますので、そこらあたりがちょっとあられるのでは

ないかと思っております。 

 それで、連携中枢都市構想というのが協約して進

めていきますよね。本市、日置市、鹿児島市。鹿児

島市が中枢ですよね。それで姶良まで広い範囲で。

そういったのであるわけなんですけれど、この連携

中枢都市の中でも、調べてみましたら、コンパクト

シティ化をそれぞれで図っていく必要があると。そ

して、かつ、鹿児島市、中枢都市とのネットワーク

もつくっていく必要があるという話らしいんです。

今からビジョンをつくられて、当然いくわけですけ

れど、その中で、今回書いてあるんですけれど、人

口減少は全部ですから、中枢連携都市内は全部人口

減少でいくわけですよね。その中で、域内である一

定の人口規模を自分たちの力で持って行く必要があ

るということを書いてありました。 

 ですから、先ほど若い奥様方の判断って言いまし

たけれど、20代から30代前半で結婚出産して、子育

てしやすい環境というのが最も大事になってくるん

じゃないかと。アクセス、学校、病院、そういった

環境はありますけれど、あとは環境整備が大切にな

ってくるのではないかな。そのことで、少し長くな

っておりますけれど、あの地域をそういった方向性

で見た場合、今でも住宅地として展開をしている場

所ですから、これ、もっとあそこの地域については、

住宅が張りついてくるだろうと。恐らく、農地とし

ては使われる方はもういらっしゃらないのではない

かと考えております。そういった考え方の中で、い

ずれコンパクトシティを進めていくこと自体、本市

もやっていますけれど、連携中枢でも同じことを進

めていく必要があると。そして、地域内での再投資

を強化し、地域内循環経済の確立ができ上がってい

くことをしなければ、連携中枢としての位置づけと

言いますか、そういったものが大変になってくるの

ではないかということがちょっと書いてあります、

そういうことを含めて。その裏づけとしては、家が

できることで、さまざまな産業が動いて、住まわれ

ることで人口が増える。若い女性、20代から39歳の

若い女性がいなくなりますよと言うのがありますよ

ね。 

○議長（中里純人君） 西別府議員に申し上げます。

質問は簡潔にお願いします。 

○９番（西別府 治君） そういったことを含めて、

あそこの地域の環境整備を進めていくことが必要じ

ゃないかなと考えておりますけれど、いかがでしょ

うか。 

○市長（田畑誠一君） 本市の振興、活性化という

ものには、今、お述べになっておられますように、

定住人口の、交流人口はおっしゃいましたね、フィ

ッシャリーナとか、交流人口の増大を図ることと、

まさに定住促進対策を進めることだと思います。 

 そういった意味で、今、一つの例として、海潟地

区をお出しになっておられるわけでありますが、海
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潟地区は、定住するにふさわしい、まさに場所的に

子育てするのにふさわしい医療とか福祉、教育、交

通、買い物、全ての面で整った地域だと思います。

駅もあるわけですから、近くにですね。整った地域

であるわけですが、さっきからお述べになっておら

れますように、もともと農用地だったから、農地だ

ったところがそのまま場所がいいからでしょう、地

理的に、宅地化が進んでいるから、今、言われた生

活の中で身近な問題で大事な排水なんかがうまくい

っていないんです。そういうことですよね。だから、

そういった面を整える必要があると思います。 

 今後、その排水をよくするためにどうすればいい

かです。排水路や道路、または周辺の土地において

施設の高さや排水経路などが農地のままなわけです

から、現状を十分にこれから把握して、何かいい方

法がないものか調査をしてみたいと思います。 

 どうなるかわかりませんけれど、例えば深い水路

については、低いわけですから、深い水路について

は上下２段の排水方式にしたらどうだろうかとか。

例えばですよ。そういったことと、悪臭がするとこ

ろについてはふたをすればいいでしょうし、それを

同じふたをするにしても、そのまましたらいいのか、

高さを考えてしないと、せっかくするからにはです

ね、そういった点が出てくると思いますが、総合的

に一番生活に身近な排水路の整備について、あの場

所について研究をしてみたいと思っています。 

 とにかく、おっしゃっておられますとおり、農地

がそのまま宅地化に進んでしまったから、いろいろ

な面で不都合ができているんです。家の改造をして、

改築で建て増し、建て増しするのと一緒ですよ。そ

のときはいいけれど、何年か後は非常に使い勝手が

悪い。それと同じような状況ですので。あの場にお

いて、今、言ったような一つの方法、二段にすると

かそんなことでうまくできないかとか、研究してみ

たいと思っています。 

○９番（西別府 治君） 似たような場所が、串木

野中学校の周りにもあります。建て込んできた場合

には、どうにもならないようになってしまっている

状況であります。ですから、今ならまだ、調査研究

ということであります。それで、大きな排水路につ

いては小さな子どもさんたちが落ちて流れていく可

能性もありますから、それなりのふたをするとか防

護柵とか、いろいろあると思いますけれど、何らか

の形を取っていくことをしないと、急速に進めばま

た同じような状況が発生してきそうな気がしますの

で。一気にはなかなか難しいと思います。範囲が広

いんですね、あそこ。結構ああしてて。広いから、

一挙にということは難しいですけれど、調査研究を

されて計画的な整備を行われていくことによって、

まず、ここは危ないからここは先にしましょうとか

あると思います。住宅地ができたところの真ん中を

30センチぐらいの側溝が流れていますけれど、そこ

も汚い水が流れてにおいがする状態であります。合

併浄化槽ですから流されていらっしゃいますけれど、

そういったものもふたをするとか、二段にするとか

おっしゃっています。そういうのをあそこの地域は

する必要があるのかなと考えます。 

 駅ができてから、急激に変わっています、あの一

帯が。照島小学校のプールの下もあるじゃないです

か。あそこも家がどんどんできていて住みたいとい

う方がいらっしゃるわけであります。結構市外から

の方も多いような感じです。ですから、そういった

流れの中、ぜひ、検討をしていただいて、進めてい

ただくことを申し上げまして、全ての質問を終わり

たいと思います。 

○議長（中里純人君） 次に、西中間義德議員の発

言を許します。 

   ［５番西中間義德君登壇］ 

○５番（西中間義德君） 通告に従い質問をします。 

 地域に新たな人の流れをつくるとも言われる地域

おこし協力隊の活躍が報道されています。地域おこ

し協力隊は過疎に悩む自治体が、都市部の若者を募

集して地域活動に従事してもらう制度で、2009年に

創設されました。自治体には、隊員一人につき年間

の人件費などで最大400万円の財政支援があります。

2009年には89人だった隊員が、昨年で4,000人を超

え、受け入れる自治体も863まで広がっています。

このことは、協力隊が地方を元気にする起爆剤とし

て認められている証拠でもあります。本市も地域お

こし協力隊員が３人携わっております。その隊員の
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任務の内容と活躍の状況を伺い、壇上からの質問と

します。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 西中間義德議員の御質問に

お答えをいたします。 

 地域おこし協力隊についてであります。 

 現在、活動している地域おこし協力隊は、移住・

定住支援員、観光支援員、食のまちづくり支援員の

３名であります。 

 移住・定住支援員は、移住パンフレットの作成や、

移住フェアへの参加及び商店街イベントや婚活イベ

ントの開催等により、本市の魅力向上と情報発信に

努めております。 

 観光支援員は、ふるさとＣＭの制作や麓地区のま

ち歩きなどの実施により、交流人口の拡大に努めて

おります。 

 食のまちづくり支援員は、レシピ集発行へ向け、

さつま揚げを使った料理、レシピなどをフェイスブ

ックに掲載するなど、食のまちいちき串木野市を広

くＰＲしているところであります。 

○５番（西中間義德君） 今、地域おこし協力隊員

の３人の仕事の内容と活躍の答弁がありました。

2016年で全国で4,000人を突破したということであ

りまして、政府の目標を４年早く達成したそうです。 

 地域おこし協力隊のことは、テレビや新聞等で活

動の模様が報道されております。市民にそのことを

聞くと大体知っておりました。中には、先ほどあり

ましたように、麓地区の歴史探訪、まち歩きのチラ

シをもって、西郷隆盛のゆかりの資料を見るのを楽

しみにしている方もおられました。 

 先日配布された市の広報にも地域おこし協力隊員

の活動状況が掲載されています。中でも小林隊員が

１月、東京ビックサイトで開催された「移住・交流

＆地域おこしフェア」に参加した模様が掲載されて

います。全国の自治体が移住・交流と地域おこし協

力隊員募集のブースが450団体、来場者数が8,600人。

その中で20人ほどがいちき串木野市のブースで話を

聞いてくれたそうです。20人というのは少ないかも

しれませんけれども、先日放映された、先ほどのＮ

ＨＫの鶴瓶の家族に乾杯が先にあればもっと多かっ

たのではないかと思いますけれども。残念ですけれ

ど、小林隊員は、この中から来年どれだけ再会でき

るか楽しみとありました。私たちも楽しみにしてい

きたいと思っております。 

 この隊員たちの実践報告を、市民にもっと身近に

感じられるような企画は考えられないか伺います。 

○市長（田畑誠一君） 市民の皆さん方に広く知っ

てもらうという、そしてまた喜んでもらうし、みん

なの絆も深まるし、みんなの意欲も高まる。担当し

ている職員もさらにモチベーションが上がるわけで

あります、燃えるわけであります。そういった意味

で、広く市民の方々へ知ってもらえるような手段を

講ずることは、まさに西中間議員おっしゃるとおり

であります。 

 そこで、方法として、活動内容について市のホー

ムページや毎月の広報誌に掲載するなど、情報発信

に努めております。もっともっと進めて、長島町の

ような活動報告の場は、より市民に協力隊と活動を

知っていただけるとともに、協力隊のモチベーショ

ン向上にもつながるものだと考えております。 

 したがいまして、他市の事例等も参考にしながら、

さらに今後どのようにしたらいいのか、工夫をして

いきたい、検討してまいりたいと考えております。 

○５番（西中間義德君） 市のホームページは、非

常にわかりやすいです。地域おこし協力隊のイベン

トがぱっと出てきて非常に見やすいなと、褒めてあ

げたいと思いました。 

 そして、長島町も20人の町民の前に、８人の地域

おこし協力隊員が活動報告をしたというのがありま

した。そうやって、今まで以上に隊員の活躍の場の

提供に力を注いでほしいと思います。 

 まだ、道半ばでうまくいかない隊員もおられるか

もしれませんけれども、市の広報の紹介するタイト

ルには、地域おこし協力隊の「褒められて伸びる子

のコラム」というタイトルがついておりました。褒

めて伸ばすということは大事なことだと思いますし、

そして、何よりも彼らは若いです。若い人の発想は

時に大きな間違えとなります。文豪ゲーテは「偉大

なことを成し遂げるには若くなければいけない」と

言ったそうですけれども、今年度も２人の地域おこ
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し協力隊員の予算が計上されていますけれども、大

変にいいことだと思います。 

 大分県の竹田市は人口が２万3,000人。滝廉太郎

の荒城の月で有名な竹田城がある山間の市ですけれ

ども、地域おこし協力隊を今まで50人ほど受け入れ

ています。その中で、６割近くが定住するとありま

した。これはすごいことだと思いました。 

 また、長島町では、慶応大学との連携で、地域お

こし研究員を受け入れ、地域に住みながら地域活性

化について研究をしてもらう仕組みを４月から導入

するとありました。 

 本市活性化のために、さらに間口を広げて、地域

おこし協力隊の受け入れをする考えはないか、また、

隊員の任務終了後の定住対策の考えはないか伺いま

す。 

○市長（田畑誠一君） 地域おこし協力隊員につき

ましては、現在３名、それぞれの分野で活動をして

おります。この３名に加えまして、来年度は商店街

活性化支援等を行うまちおこし支援員と、地域で運

動教室等を企画開催する健康づくり支援員につきま

して、今、議会の皆さん方に予算のお願いをしてい

るところであります。 

 大分県竹田市のお話をなさいましたが、50名中30

名も定住するというのはすばらしいことだと思いま

す。何と言えばいいのでしょうか、それぞれの町が

目指す方向性に一番マッチした取り組みだな、すば

らしい取り組みだと思っております。その竹田市の

ように、大幅な地域おこし協力隊員の受け入れにつ

きましては、受け入れ側の体制の整備も必要となり

ます。 

 したがいまして、まずは、今、活動している地域

おこし協力隊の活動を支援しつつ、地域の活性化を

図ってまいりたいと考えております。 

 また、協力隊の定住に向けましては、かねての業

務報告や意見交換の場で、今後の話し合いを進めて

いるところであり、国としても起業を支援する制度

もありますので、積極的に活用してまいりたいと考

えているところであります。 

○５番（西中間義德君） 現状は現状でいきながら、

増やす考えはないということですけれども、間口を

広げるということは、受け入れるのが大変だと思う

んですけれど、本市の地域活性化ということを考え

れば、そういう人たちに来ていただいて、本市を大

きく活性化するということも大事だと思います。 

 定住については、さまざまな国の方策があるとい

う事ですけれども、全国の中では任務終了後の人件

費や家賃補助を市と県で折半しているという地域も

あるようです。先ほどあった起業家に定住の補助を

するところもあるようです。隊員確保については、

これからも本市活性化のために一人でも多くの隊員

を受け入れられる体制をつくっていただきたいと思

います。この項は終わりたいと思います。 

 次に、団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途

に、重度な要介護状態となっても住みなれた地域で

自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることがで

きるよう、医療、介護、予防、住まい、生活支援が

一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築が

必要であると言われています。本市の地域包括ケア

システムの構築体制の現状を伺います。 

○市長（田畑誠一君） 地域包括ケアシステムの体

制についてであります。 

 国におきましては、今、西中間議員がお述べにな

ったとおり、団塊の世代が75歳以上となる2025年を

目途に、地域の実情に応じて高齢者が可能な限り住

みなれた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで

続けることができるよう、住まい、医療、介護、予

防、生活支援が一体的に提供される制度の構築を目

指しています。 

 この、地域包括ケアシステムの構築のための、各

市町村は、１.在宅医療・介護連携の推進、２.認知

症施策の推進、３.地域ケア会議の推進、４.生活支

援サービスの充実強化の取り組みを行うこととされ

ており、平成30年４月以降は全市町村が完全実施す

ることが義務づけられているところであります。 

 本市におきましては、いち早く平成27年度から、

前述の４項目においてできる部分から順次着手を始

めている状況にあります。 

○議長（中里純人君） 西中間議員に申し上げます。

質問が聞き取りにくいので、ゆっくりと大きな声で

お願いいたします。 
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○５番（西中間義德君） ここの場では、自分では

聞こえるんですけれど。済みません。 

 来年の４月からスタートをするということですよ

ね。この地域包括ケアシステムそのものができない

と、これは保健所や市や県が地域の自主性や主体性

に基づいて地域の特性に応じてつくり上げるとなっ

ておりますけれども、先ほどあったように認知症対

策も含まれております。認知症サポーターの養成と

かさまざまな対応も必要になってくると思うんです

けれども、来年の４月からスタートができるような

体制でするということですので、国は、今後、高齢

者の増加が見込まれることから住みなれた地域で最

後の看取りまで過ごす在宅医療介護を進めています。

人生の最後をどこで迎えるかというアンケートに、

最後は自分でという希望が８割だそうです。実際は

８割の方が病院で亡くなっています。海外と比較す

ると日本は圧倒的に病院で亡くなる率が多いようで

す。昔は家で亡くなる率が８割台。今と逆転をして

います。私も、中学校のときに祖母が亡くなって、

叔父、叔母が毎日交代で看病しながら、朝方に亡く

なったという体験がありますけれども、昔は家でほ

とんど亡くなっていました。今は、８割が病院で亡

くなると。今後は、もう一回在宅医療・介護という

ふうに戻していくということになっていくわけです

けれども、2025年に団塊の世代が75歳になると高齢

者は全国で2,179万人、鹿児島県で29万5,000人です

か、本市で5,700人と予想されています。また、

2025年65歳以上の５人に一人が認知症になるという

データもあります。 

 先日、脳神経外科センターで市内の医療介護に携

わる方々で在宅医療・介護連携推進事業の第３回推

進チーム連絡会がありました。約40人が３班に分か

れて、在宅医療連携について真剣に討議をされてい

ました。教育民生委員の私たちもその真剣な討議を

見させていただきました。 

 住みなれた地域で高齢者が過ごすには、訪問看護

や治療の体制が充実していることが大事だと思いま

すが、在宅医療や介護の連携について伺います。 

○健康増進課長（所崎重夫君） 在宅医療と在宅介

護の連携の構築状況についてということであります

けれども、在宅医療・介護連携につきましては、平

成27年度は医療職や介護職などの多職種研修会の開

催とか、医療機関とケアマネージャーとの情報共有

の方法としての退院支援ルールなどの構築を実施し

ております。平成28年度からは、市医師会へ事業の

大部分を委託することで構築を行うこととしており

ます。 

 なお、委託します事業内容ですけれども、ア.地

域の医療・介護サービス資源の把握、イ.在宅医

療・介護連携の課題の抽出と対応の協議、ウ.切れ

目のない在宅医療と介護の提供体制の構築、このウ

は言いかえますと、24時間365日の在宅医療・介護

サービス提供体制の構築ということになります。エ.

在宅医療・介護サービス等の情報の共有支援、オ.

在宅医療・介護連携に関する相談支援、カ.在宅医

療・介護関係者の研修、キ.地域住民への普及啓発。

この７つの事業を医師会へ委託しております。 

 市が直接実施します事業としては、ク.在宅医

療・介護連携に関する関係市町村との連携としてお

ります。 

 なお、市医師会においては、この在宅医療・介護

連携推進事業連絡協議会を設置しておりますと共に、

作業部会として、先ほど言われました、一つとして

切れ目のない体制構築班、二つ目が調査研究班、三

つ目が企画研究班ということで、三つの推進チーム

を設置して、平成30年４月からの完全実施に向けて

構築を進めているところであります。以上です。 

○５番（西中間義德君） いっぱいありすぎて、す

ぐには理解しにくいんですけれども、医療と介護の

情報の共有という話がありましたけれども、連携と

いうのは、今までは医療は医療、介護は介護という

縦割りの中であったわけですけれど、この情報の共

有というのは具体的にはどういう形であるのでしょ

うか。 

○健康増進課長（所崎重夫君） 今、言われました

とおり、病院は病院、介護は介護ということで、従

前はどうしても縦割りと言ったらいいのでしょうか、

そういう状況でありました。 

 先ほど、最後に退院支援ルールというのがありま

すけれども、退院したらすぐその日の夜から食事で
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あったり、人によっては入浴介助でヘルパーに来て

もらわないといけないとか、その日のうちに玄関か

ら入るときに手すりがないと玄関そのものに入れな

くなるとか、そういういろいろな状況がありますの

で、退院するという情報を２週間、３週間前に早く

ケアマネージャーが病院から情報を仕入れて、退院

する日に合わせてヘルパーさんの手配をしたり、老

人給食なら老人給食の手配が必要であったりとか、

大工さんを呼んで手すりの設置をしたりとかしない

といけない。そういうのを病院とケアマネージャー、

介護職が事前に連携を取ってすぐ対応をする。その

場合は、いちき串木野市内だけの病院ではなくて、

鹿児島の市立病院から退院してくるときも同じ状況

でないといけないということで、最後に言いました

クというのが市町村をまたがっていろいろな市町村

とそういう連携ができる。そのためには、その情報

を共有するためには、同じツールというんでしょう

か、パスというんでしょうか、連携の書式があって、

ケアマネージャーさんとか病院も書くときに迷わな

いように、同じ書式でもって引き継ぎができるよう

な形にして情報を共有していく。それもありますし、

介護職が医療のことを知らないといけないから、医

療の勉強会もする。病院は介護保険はどんなものか

ということで、病院の看護師に介護保険について勉

強会をしていく。そういう形で研修会もいろいろな

ことをしながら情報を共有していくという形になっ

ていきます。以上です。 

○５番（西中間義德君） つまり、病院を変わって

も、市外であってもその状況というのは共有される

ということですよね。 

 その中で、今後、在宅介護、医療を進めていくの

ですけれど、そうなった場合に、24時間体制の訪問

看護、医療体制ができているかということが大事だ

と思います。今、認知症対策として、ころばん体操

とか脳トレで健康寿命を延ばすことが大事だと言わ

れています。ぴんぴんころりが一番いいわけですけ

れども、そういうわけにはいかないですので、在宅

で介護、看護する家族にとって、患者に変化が起き

たときの対応が24時間体制でできるか大きな課題で

あると思います。その体制はできているか伺います。 

○健康増進課長（所崎重夫君） 在宅医療・介護を

される方の家族の負担軽減ということですけれども、

訪問看護ステーションの方々が、在宅医療・介護の

場合は入られる格好に、今現在はなっているわけな

んですけれども、その在宅生活がスムーズに行われ

るように、家族に対して医療とか介護をする上での

適切な処置の仕方とか、今後、病状が進行していく

場合、その後起こり得る容態変化とか病気の急変時

の対応とか、そういったさまざまな相談にも訪問看

護ステーションの方々が乗ってくださいますので、

そういった面での不安感の軽減は図られると考えて

おります。 

 ただ、在宅生活が長引きますと、家族の精神的な

ストレスもたまってくるものと考えております。治

療にかかわる部分が多い場合は、介護療養型医療施

設での短期入所、ショートステイや、脳神経外科セ

ンターのほうに整備されています、地域包括ケア病

棟への入院とか、そういうことができるかと思いま

す。 

 また、介護にかかわる部分が多い場合は、老人保

健施設での短期入所を利用することなどで、家族の

方々の負担軽減は図られると考えています。以上で

す。 

○５番（西中間義德君） 24時間体制の訪問看護、

治療体制というのはこれからつくるということです

かね。 

○健康増進課長（所崎重夫君） 24時間体制の訪問

看護、治療体制についてですけれども、在宅医療を

推進していくためには、24時間、365日対応となる、

定期巡回随時対応型の訪問介護、看護というのが必

要になってくるかと考えております。 

 先ほど脳神経外科のほうで作業部会があって推進

チームがあると言いましたけれども、その中の一つ

目の切れ目のない体制構築班というのがこの部分の

システムの構築を担っているところになります。 

 本市には、今、定期巡回随時対応はないんですけ

れども、脳神経外科センターに訪問看護ステーショ

ンさくら、それから昨年11月から市来地域に開業さ

れました、こじか訪問看護ステーションという２カ

所があって、ここが24時間の訪問看護を実施してお
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られます。利用状況といたしましては、昨年３月か

ら12月までの実績で、介護のほうで延べ255件、医

療のほうで延べ153件の、大体月平均約41件の利用

があって、徐々に利用が増えている状況であります。 

 現在は、住民及び実施する医者等にも安心でき、

また、負担軽減が図られるシステムとなるよう、現

在、協議とか検討が重ねられているところです。以

上で終わります。 

○５番（西中間義德君） 既に訪問看護については

しているということで、月平均40件余りということ

ですけれども、これが徐々に増えていく、2025年と

いうか、そういうときには、大体どれぐらいと予想

されていますか。 

○健康増進課長（所崎重夫君） どれぐらいステー

ションの数が増えていくかということになりますか。 

 今現在、いちき串木野市は先ほど言いましたよう

に２カ所ですけれども、今後、先ほど言いましたよ

うに、定期巡回随時対応型のほうの整備を図ってい

くことで、その場合は、定期的に３時間おきぐらい

で来られて、その途中でどうしても必要な場合はコ

ールセンターから電話を受けたら随時に夜中であっ

ても訪問をしてくださる。当然、介護と看護と両方

の部分を担っておりますので、治療のほうもできる

し日常的な世話のほうもできるということになって

きますので、今後はこれを整備していかないといけ

ないと思っていますけれども、いちき串木野市にお

いては、第７期の計画でこの位置づけができたらい

いなと考えているところです。以上です。 

○５番（西中間義德君） 先ほど、24時間体制がで

きているということと、家族に対するケアもあると

いう話があったんですけれども、在宅介護をする家

族は、大所帯の家族もありますし、老老介護もあり

ますし、一人で介護する場合もあると。 

 もしものときはショートステイに預ければいいと

いう話だったんですけれども、それ以外にも、自宅

で見る人にとっては大変な負担があるわけですよね。

そういう心のケアというか体制というのはどういう

ものがありますか。 

○健康増進課長（所崎重夫君） 家族に対する負担

軽減という部分ですけれども、先ほど言いましたよ

うに自宅での医療に関したり看護に関したりという

ことでの指導というのは訪問看護ステーションの

方々が来て、もしたんがたまったらたんの吸引の仕

方とか、そういった部分について必要なサポートと

かアドバイスはずっとされますので、そこでの、家

で見ることに対する不安、医療処置なんかの不安と

いうことについては解消をしてくださると考えてお

ります。 

 先ほど言いましたように長くすることで徐々に疲

労がたまってきた場合は、ショートステイみたいな

格好で、一週間のうち一日、二日、病院とか介護施

設に預けることで、負担軽減ができると考えており

ます。 

 あとは、地域の方々、ともしびグループさんとか

いろいろな方々が民生委員さんとか、そういう地域

の方々が一体になって見守りをしてくださって、話

し相手になってもらったりいろいろなことのストレ

ス解消、話をすることでのストレス解消とか、そう

いった部分になっていくのではないかと考えており

ます。以上です。 

○５番（西中間義德君） じゃあ、家族が疲れたと

言っても、その体制はできていなくて、地域でしっ

かり面倒を見てくださいねと、ある意味そういう理

解をしたんですけれども、この市民への意識改革を

どうしていくかという質問になります。最後の看取

りまで含めて、在宅への意識変革は大変なことだと

思っております。できることなら病院や施設にいた

ほうが家族にとっては安心であると。しかし、高齢

者増から施設や病院にも入れない時代が来ると。そ

の対応で、具体的には来年４月からスタートをする

わけですけれども、この間あった会議の中で、ある

先生が、慶応大学の教授の話を聞かれて、このケア

体制ができない地域はなくなりますよということを

言われておりました。 

 この在宅医療・介護への意識変革を市民にさらに

どのようにして行っていくのか伺いたいと思います。 

○健康増進課長（所崎重夫君） 在宅医療・介護の

意識改革ということですけれども、今、言われまし

たとおり、自宅での看取りということなんですけれ

ども、アンケート調査なんかをしますと多くの方が
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自宅で亡くなりたいという形でのアンケートをされ

ておりますけれども、実際は先ほど言われましたと

おり医療機関のほうで８割方はお亡くなりになって

いるという形で、自宅での死亡というのは約12.4％

ぐらいだと言われております。ですので、現在でも

自宅での看取りは可能ではあるのですけれども、ま

だ、取り扱ったことのない医療・介護関係者が多い

のも現実であります。 

 今後は、多種多様な研修会等を実施することで、

安心して本人の希望に応え、家族に不安を与えるこ

とのないものとすることができるように、関係者の

研修なんかをして、より研鑽に努めていかないとい

けないと考えております。 

 また、あわせて市民に対しては講演会の開催や、

今、各中学校区で開催しております地域ケア会議や、

各公民館等で行われておりますころばん体操なんか

が済んだ後などの機会等を捉えて、市医師会や関係

団体等と連携して出前講座等を実施するなど、今、

パンフレットも自分がこういうことで最期を迎えた

いというエンディングノート、そういったものを使

いながら在宅医療・介護連携事業のさらなる普及啓

発に努めていきたいと考えております。以上です。 

○５番（西中間義德君） 今、市民への意識改革、

変革への答弁がありました。ころばん体操、出前講

座と、そういうことを通しながら、３月４日は市民

フォーラムがあるようですので、しっかりとそれも

参加されていただきたいと思います。それも含めて

大事なことは、介護の体験を話していくことも大事

かと思います。 

 私の近所におばあちゃんを長年見ていた家族がお

ります。お父さん、お母さん、孫が４人です。土日

や仕事がある日は孫が順番を決めて一日面倒を見る。

食事の世話からトイレの介助まで面倒を見る。当時、

孫は20代でしたけれども、おばあちゃんの面倒を見

ていたわけですけれど、この間、その内容を聞き、

そしておばあちゃんが散歩をしたいと言えば車椅子

に乗せて散歩をするという形で面倒を見ていたんで

すけれども、その子に聞いたら「いい経験をさせて

もらった。大変なこともあったけれど楽しかった」

と言っておりました。 

 先日の新聞にも読者の介護体験談が掲載されてお

りました。こういう体験を聞いたりする中で、市民

の意識変革につながると思いますけれど、市長はど

のように思われますか。 

○議長（中里純人君） 市長はありませんか。 

○健康増進課長（所崎重夫君） 今、医師会のほう

で先ほど推進チームがあると言いましたけれども、

そちらのほうでの研修会の中で、取り扱ったことの

ある看護師とかケアマネージャーさん、場合によっ

ては家族の方々の経験のある方、医者もですけれど

も、取り扱った事例を発表することで、こういうも

のだと言うのを取り扱ったことのない方々に、こん

な問題がありますよと、ここら辺を注意しないとい

けないですよと、そういう研修会をするチームがあ

りますので、そちらのほうで来年度からいろいろな

多職種、看護師や作業療法士、理学療法士などいろ

いろな職種の方々を呼んで、そういう研修会をする

ことで、在宅医療・介護連携というのはどんなもの

なんだということを勉強する会をずっとやっていく

ことにしておりますので、そういう事例を踏まえな

がら、今、一生懸命推進チームのほうで計画をして

いるところですので、よろしくお願いいたします。 

○５番（西中間義德君） 在宅でというのは、本当

にそう簡単にはいかないと思いますけれども、しっ

かり、だったらそういう話を聞いて自分でも頑張っ

てみようかと、そういうものにしていくということ

が大事かなと思いますので、よろしくお願いします

ということですので、わかりましたとは言えません

けれど。 

 次の質問に移りたいと思います。市営住宅につい

てです。 

 市営住宅は市内で27団地、528戸、県営住宅が５

団地で319戸あります。先日、民間のアパートの空

室率が、空き室が33％と新聞で報道されていました。

新たな団地をつくったり建替をするということは考

えにくいということですけれども、第二次総合計画

の中で、高齢者及び障がい者等が住みやすい環境づ

くりのために、バリアフリー化を進めますとありま

す。市営住宅の高齢者、障がい者対応の施策は万全

か伺います。 
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○市長（田畑誠一君） 高齢者、障がい者対応の施

策についてであります。 

 近年建設された市営住宅は、バリアフリー対応の

住宅となっております。しかしながら、既存の住宅

につきましては、公営住宅など長寿命化計画に基づ

き、施設整備を進めているところであります。 

 この計画では、改善事業として居住水準の向上、

高齢者対応、長寿命化を基本に整備計画し、これま

で、外部階段の手すり設置や、住戸内においては、

玄関、浴室、トイレに手すりを設置するなど改善を

図ってきたところであります。また、居住水準の向

上としまして、５団地、73戸の水洗化事業で、洋式

トイレを設置いたしました。 

 引き続き、高齢者等への配慮された整備を進めて

まいりたいと考えております。 

○５番（西中間義德君） ぜひ、高齢者、障がい者

に優しい住宅の仕組みづくりをしていただきたいと

思います。まだ万全ではないと思いますので、順次、

支度をしていただきたいと思います。 

 佐保井団地のことを言うんですけれども、佐保井

団地はいい環境にあります。学校は近いし、店はあ

るし、病院はあると。トイレも合併浄化槽になりま

した。みんな大変喜んでおられます。ここの団地の

側溝は高低差がなくて、以前は、台所のごみが流れ

てきておりましたけれども、今は浄化槽になって雨

水だけの側溝になったわけです。でも、ふたがかぶ

せてあるのは出入り口のほんの１メートルちょっと

だけです。深さはそんなにない小さな側溝ですけれ

ども、けがをしないためにもふたをかぶせるか塗り

きってしまうとかいう方法があると思うんですけれ

ども、その見解を伺います。 

○都市計画課長（久徳 工君） 佐保井住宅の玄関

前の側溝につきましては、議員仰せのとおり台所排

水による残菜等の清掃が容易にできるように、玄関

入口に２枚ほどのふたが建設当時のまま敷設されて

いる状況であります。現在は、合併浄化槽の設置に

より、側溝排水は雨水のみとなったため、各住戸の

玄関前を安全に広く確保できるように整備してまい

ります。 

○５番（西中間義德君） 整備するということです

のでよかったと思います。 

 それと、この入口に上がるときに段差があります

よね。それもなくせますか。例えば、車椅子がすっ

と入れるようにとかいう、そこまでは考えていない

ですか。 

○都市計画課長（久徳 工君） 現在の側溝につき

ましては、かぶせ式となっておりまして、ふたが側

溝の上にかぶっている状態です。これが、今、４セ

ンチぐらいの段差がございます。あとの玄関のほう

については、去年、おととしの住戸改善の改修にお

きまして、すりつけております。そこの内部につき

ましては、やはり入り口の部屋に上がるためには多

少の段差がついてまいります。そういうことで、外

部について、その４センチの高さが出てきますので、

今後、何かすりつけるなり、研究してまいりたいと

思います。 

○５番（西中間義德君） 在宅医療・介護で住みな

れた家で最後まで過ごすということになれば、一軒

家などの地域だけじゃなくて、４階建ての団地も例

外ではないと思います。既に、酔之尾東団地は１階

に高齢者住宅に条例で定めています。ひばりが丘団

地、文京町団地、日ノ出住宅などの団地は、団地に

１カ所エレベーターをつけて、その棟が在宅医療・

介護ができる団地にする考えはないか伺います。 

○市長（田畑誠一君） エレベーターの設置につい

てでありますが、本市には３階を越える住宅は５団

地、18棟ございます。既存住宅にエレベーターを設

置するには、まずはスペース的なこと、プライバシ

ーや住環境問題、また、家賃や共益費が高くなるこ

となどが考えられ、入居者の皆さんの同意も必要と

なります。 

 既存住宅の間取りにおいて、文京町団地や日ノ出

住宅は１階を高齢者対応の２ＤＫとし、２階以上は

子育て世帯を考慮した３ＤＫ、４ＤＫの広いつくり

としているところです。 

 今のところ、既存住宅へのエレベーター設置は、

現入居者の負担等課題が多いことから困難に思われ

ます。 

 なお、３階から５階に入居している高齢者等が低

層階への入居希望があれば、住みかえという形で、
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可能な限り対応しており、今後も高齢者等への配慮

をしてまいりたいと考えております。 

○５番（西中間義德君） １階をそういう高齢者対

応にして、エレベーターをつける考えはないという

ことで、そう簡単につけるというわけにはいかない

わけですけれど、１棟だけつけて、高齢者対策とい

うか対応するということもぜひ研究してみてくださ

い。 

 次に、一昨年の台風15号は本市に大きな被害をも

たらしました。電柱の倒壊、または倒木で災害復旧

の妨げとなりました。ひばりが丘団地の屋根は瓦ぶ

きです。見た目はいいかもしれませんけれど、台風

が来るたび落ちるのではないかと心配される市民も

おられると思います。 

 台風15号では多くの瓦が落下しています。防災・

減災の面から屋根の瓦は撤去すべきだと思います。

やっと２棟の屋根の整備が終わったようですけれど

も、ひばりが丘団地の屋根の整備について伺います。 

○都市計画課長（久徳 工君） ひばりが丘団地の

屋根整備につきましては、平成27年８月の台風15号

で瓦屋根が損害を受けたことで、公営住宅等長寿命

化計画の中で予定しておりましたひばりが丘団地改

修事業を前倒しし、今年度に５階建の住宅２棟を改

修したところであります。 

 改修内容としましては、台風等も考慮して瓦を撤

去し、遮熱型防水を施したところであります。 

 平成29年度も５階建て住宅２棟を計画いたし、入

居者への安心・安全の確保を図り、改修事業を進め

てまいります。 

○５番（西中間義德君） 29年度も２棟していくと

いうことでありました。しっかりそういうことをや

っていただきたい。台風が来る前に、ぜひとも済ま

せていただきたいと思います。 

 今後、温暖化で強力な台風がさらに来るかもしれ

ないと思いますけれども、文京町団地も瓦ぶきです

が、文京町団地の屋根の整備について伺います。 

○都市計画課長（久徳 工君） 文京町団地もひば

りが丘団地と同様の屋根仕上げになっております。

今後については、整備のほうについても検討してま

いりたいと思います。 

○５番（西中間義德君） ぜひ、早めの整備をして

いただきたいと思います。 

 最後の質問になります。 

 電気線の地下埋設などの計画を国に義務づける無

電柱化推進法が昨年国会で成立をしました。我が国

では3,500万本を超す電柱があり、毎年７万本のペ

ースで増え続けていると言われています。イギリス

のロンドン、フランスのパリ、香港などは100％の

無電柱化を実現している一方で、日本は整備が進ん

でいる東京でも７％と言われています。 

 電柱や電線は大規模災害時、避難や救助、復旧に

支障を来します。東日本大震災では、５万6,000本

以上が倒壊し、被災者や緊急車両の通行を妨げたと

言われています。台風や竜巻でも大きな被害が発生

しています。一昨年の台風でも、市内で最長５日間

の停電が発生しています。 

 電柱の埋設がおくれているのは多額の費用がかか

ることが指摘されています。１キロで約５億円、今

後コスト削減した方法ができると思います。 

 阪神淡路大震災では8,000本以上の電柱が倒壊し

ましたが、電柱を地下に埋設した地域は電線の被害

は80分の１と少なかったと言われています。 

 小池東京都知事は、2020年東京オリンピックを前

に無電柱化を進めると報道されています。今後、無

電柱化の流れは加速していくと思います。本市も防

災・減災、また景観の上から無電柱化について優先

順位を決めて検討していくべきだと思いますが、市

長の見解を伺います。 

○市長（田畑誠一君） 無電柱化の推進につきまし

ては、良好な景観の形成や歩道の有効幅員を広げる

ことで通行区間の安全性、快適性を確保することに

加えて、大規模な災害、地震、竜巻、台風等が起き

た際に、電柱等が倒壊することによる道路の寸断を

防止する観点から推進すべき事業であると考えてお

ります。 

 今後、そのような方向で進んでいくと思いますが、

しかし、地中化による無電柱化には多大な事業費が

必要であります。 

 したがいまして、市におきましては、財源の確保

等が必要になることなどを考えますとき、現段階で
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即無電柱化ということはなかなか移行できませんけ

れども、目指す方向はそういう方向でなければいけ

ないと思います。 

 市としましては、国の補助事業の状況などを注視

してまいりたいと考えております。 

○５番（西中間義德君） 今すぐ対応というわけで

はないですけれども、先ほど言いましたように、優

先順位を決めて、どこを先にするという計画は立て

るべきだと思います。 

 以上で全ての質問を終わります。 

○議長（中里純人君） 以上で本日の日程は終了し

ました。 

────────────── 

   △散  会 

○議長（中里純人君） 本日は、これで散会します。

お疲れさまでした。 

         散会 午後２時54分 

 


